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徳島県西部結晶片岩地域の地すべり

一一結晶片岩型地すべりについて一

安藤　武大久保太治
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　　　　　　By

Takeshi　ANDo＆Ta弓i　O王｛KuBo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　Inthispaper，characteristicproperties　oflandslides　distributed　on　Sambagawametamor－

phic　rock　region’in　Tokushima　Pre£ecture　are　described，Landslides　in　this　region　occur　in

thick　talus　deposits，which　are　related　to　weathering　of　peritic　schists　and　minor　fblding

structure　developed　in　each　area，

　　　The　relation　between　geology　and　distribution　of　landslides　is　shown　in　Figs．3，4and

5．From　the　data　of　seismic　survey＆nd　drilling，infbrm批tions　about　the　grade　ofweathering　of

rocks　and　structure　in　landslide　area，s　have　been　obtained。The　properties　oflandsli（1es　are　explai－

ned　according　to　these　data　as　fbllows：

　　　Mos七〇flandslidesaredistributedonperiticschistzonewhichhasminorfbldingstructures

with鉛ults．Especially　in　landslide　areas，schistosities　and　cleavages　are　dominant．Groundw乱ter

permeates　along　schistosities，cleavages　and　other　cracks　and　makes　the　rocks　decomposed。As

the　result　ofwe翫thering　ofrocks，talus（ieposits　a，re　formed　on　the　slopes　of　hills　and　mountains，

and　I風ndslides　occur　there，accompanying　slow　movement．The　talus　deposits　are　composed　of

clay　and　silt　with　broken　rockpieces．As　clay　minerals，halloysite　and　montmorillonite　arefbund，

though　the　Iatter　is　rare，in　addition　to　sericite　and　chlorite　which　are　main　compQnents．

1．　まえがき

　三波川帯にはきわめて多数の地すべりが分布する。四

国中央部は三波川変成岩類の代表的な発達地域に当るの

で，まず三波川帯主部において，結晶片岩型地すぺりの

地質学的背景を調査し，三波川変成岩類の構造的要素お

よび岩質と地すべりとの関係を検討した。また，結晶片

岩地域における厚い崖錐堆積層の発達も注目されるべき

ものと考えられるので，弾性波探査およびボーリング調

査による地下構造の特徴，地すべりをおこす崖錐堆積物

の性質および風化機構についても併せて検討した。さら

に，徳島県の西部地域一三好郡・美馬郡および麻植郡

地域における調査結果もとりまとめ，地質的にみた特性

を考察した。

　＊応用地質部

　本文を草するに当り，地すぺり対策に関連する徳島県

の調査資料を参考にしたが，これらの資料を与えられた

県の砂防・耕地および治山の地すべり担当官，および調

査に御協力いただいた京都大学防災研究所池田観測所の

古谷尊彦氏の御好意に対し深甚の謝意を表する。

2．地すべりの分布

　2．1四国地方の地すべり

　四国地方には，基岩の性質からみて結晶片岩型・古生

層型・中生層型および第三系型に分類できる地すべりが

分布する。しかし，地すべりの大部分は結晶片岩型によ

って占められる。

　（1）結晶片岩型地すべり

　三波川変成帯はいちじるしい地すべりの多発地帯であ

り，徳島県・愛媛県および高知県北部には多くの地すべ
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第1図　四国地方の地すべり分布および地質構造
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徳島県西部結晶片岩地域の地すぺり（安藤・大久保）

りが存在する。この三波川変成岩は秩父地向斜に堆積し

た古生層の変成相とみなされるものであり，この地帯の

地すべりは四国地方から紀ノ川・有田川流域一天竜川流

域一鹿塩川流域にかけて広く分布し，さらに関東地方で

は秩父山地の三波川系に多く分布している。地質構造・

層序および変成度の相違など結晶片岩類でみられる地質

上の特性は，地すべりの発達や性格に強く影響を与える

ものである。

　〔2）古生層型地すべり

　御荷鉾構造線と仏像一糸川構造線とに挟まれたいわゆ

る秩父帯に分布するものである。

　秩父帯には火成岩類や中生層の分布もみられるが，そ

の主体は弱変成の古生層である。構造的に北帯・中帯お

よび南帯に分帯されているが，地すべりは中帯付近に比

較的多く分布する。局部的な変成度や擾乱は地すぺりの

発達と関連が訪るようであり，割合に結晶片岩型地すべ

りに類似するものが多い。

　（3）中生層型地すぺり

　中央構造線の北側に分布する白亜系の和泉層群地帯お

よび仏像構造線以南の四万十層群地帯に分布するもの

で，とくに徳島県下の和泉層群地帯に数多く存在する。

白亜系の地すべりは，硬質砂岩と頁岩との細かい互層が

卓越する地区に発生する傾向がある。

　（4）その他の地すべり

　愛媛県下では古第三系（久万層群）の分布地域に地す

べりが存在する。細礫岩を伴うこともあるが，主として

砂岩と泥岩の互層からなる揚所に発生している。このほ

か，小豆島には新第三系（土庄層群）に伴う地すべりが

分布し，また領家花閏岩類地域にも局所的に地すぺりが

みられる。

　2．2徳島県下の地すべり

　徳島県はいちじるしい地すべり県であって，地すべり

等防止法による指定地区は，昭和43年現在で544個所，

面積約31，400haにおよび，地すべり地区には約16，700

戸の人家が散在している。実際に，地すべり地区とみな

されているものは約830個所である。地すべりの大部分

は結晶片岩型に属し，古くからわが国における破砕帯地

すべりの代表的なものとして取振われているものであ

る。地すべり地には傾斜畑や棚田等の特徴的な土地利用

が発達し，その上に集落が形成されている。

　結晶片岩型地すべりでは，一般的に滑動がきわめて緩

慢であり，第三系型でみられるような破壊的な地すべり

はほとんど知られていない。地下水の中立圧力は地すべ

りの大きな誘因とみなされるものであるが，長雨や豪雨

はかならずしも地すべりに直接的な影響を与えないとい

われている。豪雨による影響は主として先端部の崩壊現

象をもたらし，このため時に大きな“抜け崩れ”をおこ

すことがある。地すべりと崩壊とを区分する考え方もあ

るが，大きな先端崩壊は地すべり輪廻の一部とみなされ

るもので，これは地すべりの要素をおびた地すべり性崩

壊と呼ぶことができよう。地すべりの母体となる崖錐堆

積物あるいは崩積土層と呼ばれるものは，大小さまざま

の岩屑を含んだ粘土質の堆積物である。また結晶片岩型

地すべり地域でみられるきわめて厚い風化帯の存在が注

目をひく。

　今回の調査は徳島県の西部地域を対象としたが，地す

べり分布の概要は第2図に示すとおりであり，指定地の

規模は第1表に掲げた。この地域は三波川帯主部で構成

され，結晶片岩型地すべりの代表的な地域である。この

調査地域の東側は鮎喰川流域の地すべり群（徳島県東部

地域）に，西側は銅山川流域の地すべり群（愛媛県）

に，西南側は南小川～本山地すべり群（高知県）に連な

っている。

3．地すべりに関連ある地形

　四国の中央山地に属し，山稜は地質構造の一般走向と

同じく東北東一西南西に走っている。谷底平地はほとん

ど発達していない。山地の斜面は一般に急峻であるが，

地域的な緩斜面が広く各地に認められる。これらの緩斜

面は地すべりで開析されたものであり，地すべり斜面は

割合に差異が少なく20～30。のものが多V・。古谷尊彦

（1967）によると，地すべり地は起伏量300～600mに集中

している。水系は多少屈曲しているが，河谷の一般的な

方向は結晶片岩の壁開方向（縦谷）と横走節理系（横谷）に

支配され，断層谷のいちじるしいものは存在しない。地

すべり地内には小さい沢が多く発達している。地すべり

の分布については構造性断層との関係はかならずしも密

接でなく，主として岩質と水系発達に支配されている。

4．地質と地すべり

4．1層序および岩質との関係

四国中央部の三波川系は，小島丈児・光野千春（1966）

・土井正民（1964）によって，川口図幅および三島図幅

として調査され，層序は次のように区分されている。こ

上部層群・一・大生院層（富郷層）

嚢！諜綴灘｛車鞭
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第2図　調査地域（三波川帯の地すべり分布）



徳島県西部結晶片岩地域の地すべり（安藤・大久保）

第1表　 地すべり指定地（徳島県西部地域の三波川帯）

地すべり名

（防止区域）

菅　生
久　保
菅生左岸
九　鬼
小　島
落　合
京　上
大　西
釣　井
久保左岸

中　上
蔓　原
今　井
善　徳
西　岡
下　蔭
坂　瀬
有　瀬
今久保
冥　地

田の内
　榎
春の木尾
田　丸
目比原
小祖谷
橋　詰
中　尾
栗　寄
祖谷一宇

白　川
仏　子
殿　野
柿の尾
赤　野
西宇峯
下　川
大川持
信　正
末　貞

津　屋
　平
山城大野
柴　川
茂　地
重　実
大　月
政　友
西　宇平（下）

八千坊津屋（下）

岩　戸
神　楽
下　名
　脇
若　山
城　山
光　兼岩戸（下）

所在
郡。町

地

村

三好郡東祖谷山村
〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

　　　　 　

〃　西祖谷山村
〃　　　 〃

〃　　　〃
〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　〃
〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　〃
〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　〃
〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　 〃

〃　　　〃

〃山城町
〃　　　 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃　’

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

面積
（ha）

∠ヒ　　ー口　刀く

年月目

75．30

64．80
123．23

39．12

82．07

84．16
156．38

51，37
159．71

35．70

50．40
18．80

24．00
107．80

31．80
10。67

82．22
216．70

58．58
，50．37

186。90

73．60
22．90

26．80

66．40

63．00
10．40

34．80

58．80
43．20

22．15

25．54
25．76

21．88

28．80
10．94

160．80

31．57

8．27
19．58

14．48

13．91

42．70
26．20

31．30
60．10

26．90

24．20

25．20
42．40

23，10

28．00
41．90
63．20
18．80

42，60
49．60
23．90
26．80
13．10

34．3．31
　　
35．3．4
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
36，4．21

　〃
37．9．11
　〃
34．3．31
　〃
35．3．4
　〃
　〃
　〃
　〃

　〃
35．8．13
36．4．8
37．9．11
　〃
37．9．12
　〃
　〃38．　10．　11

　〃
34．3．31
　〃
　〃
35．3．4
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

　〃
35．8．13
36．4．8
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

　〃
37．9．12
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃38．　10．　11

　〃
39．6．22

土地利用（ha）
田 畑

1．2

1．1

2，88
1．2

0．6

1．4

5．3

1．5

4．9

2．1

1．5

0．2

2．5

7．8

2．8

1．03
1．15
74。2
3．53
2．4

5．7

4．22
0
0．1

24．2
1．1

0．3

2．4

0．4

2．9

2．62
2。99
2．28
0．5

2。84
0．61
31．4
0．99
1．28
1．0

0．33
0．38
6．7

1．7

0，6

5．7

2．0

2．2

3．4

1．5

0．8

0．1

2．4

3．0

2．1

3．8

3．4

0．2

0．5

1．6

林地

31．8
32．0
9．0

8．7

11．9
26．9
43．3
4．1

23．1
12．9

20．5
4．0

6．0

78．5
15．8
3．14

15．54

51．1
22．4
8．9

44．4
15．41

2。3

2．3

0．2

26．6
2．6

9．7

20．9
14．8

15．95

18．10

13．04

9．32
14．45

6．11
70．8
8．1

3．48
9．6

3．45
5．12

25．2
7．6

16．2
20．7
8．8

14．4
11．2
29．6

10，1
4．7

8．6

U．6
3．4

16．2
5．5

6．9

3．4

5．43

40．0
28．5

109。55

28．5
68．0
50．0

100．0

45．0
129．0

19．9

25．9
11．0
14．0
13．O
ll．0
6．08

64．35

89．7
31．44

38．2

135．0

51．04

19．4
24．3
39．3
33．4
7．2

21．8
36。5
17．7

1．98
2．36
8．74
7．99
4．51
3．41

54．1
20．9
1．21
6．8

7．91
2．81
7．9

16，0
12．5
31．5
14．8
6．9

9．6

10．7

10．9
21．8
29．6
47．2
12．3
21．4
38．1
14．3
19。8
5．42

その他

家屋
（戸）

2．3

3．2

1．8

0．72
1．57
5．86

77．8
0．77
2，71
0，8

2．5

3．6

1．5

8．5

2．2

0．42
1．18
1，7

1．21
0．87

1．8

2．93
1．2

0，1

2．7

1．9

0．3

0．9

1，0

7．8

1．6

2．09
1．70
4．07
7．0

0．81
4．5

1．58
2．3

2，18

2．79
5．60
2．9

0．9

2．0

2．2

1．3

0．7

1．0

0．6

1．3

1．4

1．3

1．4

1．0

1．2

2．6

2．5

3．1

0．63

41
80
25
14

43
90

180
17

35
16

36

7
14

181

34
15

34
99
45
20

57
29

8
15

5
43

8
17

7
120

25
27
32
43
81

44
34
44
85
38

28
18

109
19

31
51
38
35
17

34

27

5
31
17

25

6
10

27
14
15

公共
建築物

1
2
3

4
11

2
1

4

1
5
2
1
1
2
1

1

1

4

1

6

2

1
1
3

1
3

6
1
1
1
2

1
4

1・
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地質調査所月報（第21巻第7号）

地すべり名

（防止区域）

桑　 内

瀬具堂
上名影
岡の下
川　 崎

大　 申

西傍示
石の内
本　 名

太　 田

大　 川

府甲部
宮　 石

千　 足

上尾後
中傍示
古　 宮

国　 畑

有　 安

双子布
大　 宗

白　 地

山　 貝

柳　 倉

影　 野

山風呂
黒　 川

ハヤシ
ウエノ
イタノ
高　 毛

倉　 石

里　 川

　吹
安　 田

正　 夫

酉の浦
長　 尾

酉　 平

下　 影

井　 関

杉の木
黒長谷
明　 地

加茂山
泉　 野

大　 藤

白　 内

五　 名

森　 清

江　 口

毛　 田

長　 野

曾　 我

大　 惣

葛　 城

中　 熊

猿　 飼

白　 石

平良石

所　在　地

郡・町　村

三好郡山城町
〃　　　　〃

〃　　　　 〃

　　　　　　

〃池田町
〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

　　　　　 　

〃井川町
〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

　　　　　
オノ

〃三加茂町
〃　　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

　　　　　 　

美馬郡半田町
〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　 〃

〃　　　　〃

面積
（ha）

9．30
21。06

36．90

19．32

58．80
24．70

22．00

7．91
10．80

12．10

止　　 一
口　 不

年月日

42．3．31
申請中
　〃
　　
34．3．31
35。3．4
　〃
　〃
　〃
　〃

15．80　’
81．00
17．15

42．60　36．

33．90

33．70
29．10

41．80
39．00　37．

83．20

30．30
76．10

65．70
103．50

56．90

56．40

43．50

6．30
6．30

39。00

5．50
52．48
18．62

22．12

40．18
65．40

76．10
22．40

18．00

24．10

7．60
12．10

41．57
128．44

72．62
27．26

29．74

9．27
100．30

25．80

27．00

53．00

31．44
11．70

51。60

24．80

42．30
24．60
16．45

48．95

〃

〃

　

4．21
〃

〃

〃

　

9．12
〃

　〃
　　
38．2．18
　〃
　〃
　〃
38．2．26
38．　10．　11

　〃
39．6．22

42．3．31
34．3．31
35．3．4
　〃
　ノノ
36．4．21
　〃
　　
38．2。18
38．　10．　11

39．

42．

34．

35．

35．

37．

38．

6．22
3．31
3．31

　

3．4
　

8．13
　

9．12
2．18

42．3．31
　　
34．3．31
　　
35．8．13
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

土地利用（ha）
田

1．1

0．41
0．51
0．85
2．4

0。2

2，8

0
0
0．8

2．8

19．4
3．6

1．0

0．9

5．0

2．0

1．2

1．7

1．0

0．6

1．2

1，2

3．5

1．1

0

0．7

0
3．6

1．5

7．46
0．13
2．6

1，1

6．7

11．4
4．2

0．7

1．5

0．28
0．5

6．03
0．76
4．15
1．36
2。64
0．33
3．4

0。5

4．9

0．9

0。79
1．4

0
1．4

3．3

1．3

0
2．03

畑

3．8

8．14
19．83

8．30
24．4
12．0
10．8
2．3

3．9

10．6

9．72
20．2
5．6

11．0
8．8

15．8
5．0

1ち．9

6．1

6．1

4．3

2．9

38．3
14．7
13．2
3．3

2．3

2．6

6．8

0．2

30．8
9．72

12．25

10．2
24．6
29．9
5。1

4．0

11．4

1．90
6．6

15．94

23．88

23．98

4．75
25．85

7．60
16．3
12。6

10．6
12．4
21．08
5．5

19．O
l3．8
22．3
12．5
8．6

20．33

林地

3。9

12．20

15．92

9．30
28。7
11．8
6．8

4．4

6．0

6．2

1．5

39．O

P7．3
30．0
23．1
11．5
21．6
23。6
28．8
74．1

24。2
69．9
23．2
82．4
40。3
51．2

1．6

2．3

27。0

3．6

12．34
6．7

23。O
l6．7
31．1
32．0
12．5
9．5

8．0

5．14
4．3

18．0
102．8

41．92
19．95

0．87
0．86
80．4
10．O

7。8

38．7
7。51
4．5

31．9
8．6

15．0
9。5

6．6

25，51

その他

0．5

0．31
0．64
0．87
3．3

0，7

1．6

1．21
0．9

0．6

0．9

2．4

0．65
0．6

1．1

1．4

0．5

1．1

2．4

2．0

1．2

2．1

3．0

2．9

2．3

1．9

1．7

1．4

1．6

0．5

1．88
2．07
2。33
1．66
3．0

2．8

0．6

3．8

3．2

0．27
0．7

1．6

1，0

2．57
1．2

0．38
0．50
0．2

2．7

1．0

0．2

2．06
0．3

0．7

1．O

l．7

1．3

1．25
1．08

家屋
（戸）

13
11

23
20
71

38
57
15

7
7

35
66
19

19

28
102
28
39
20
18

21
67
21
21
21

8

5
83
78

13

45
31

95
29
57

112
12
11

17

79
42
41
45
68
38
93
23
56
15

28
11

13
21

45
47
46
31

36
54

公共
建築物

1

1
3
1

1

1

2

1
3

1
5

1

7

1
2
1

1

4

1

1
2

2
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徳島県酉部結晶片岩地域の地すべり（安藤・大久保）

地すべり名

（防止区域）

西久保　い　　　ロゆ

局　石
木の内
上　連
下尾尻
樫　尾
黒　石
日開野
六良谷
青　野
長　瀬
浦　山
中　山
捨　子
猿　飼
宮　内
目　浦
桑　平
大　野
中　横

川　又
伊良原
明　谷
中　野蔭

一　宇切
． 越

樫　地
奥大野九藤中（下）

九藤中（上）

平　井
一宇平
北　又
首　野
川　瀬
鍵　掛
支　納
猿　飼
成　戸
半　平
長　尾
大　内
尾　山
東成戸
平　野
拝　立
大佐古
三　谷
杖　立
梶　山
丸　山
仕出原
不　定
弓　立
拝　村
内川地
ビヤガイチ

谷　口
谷ロカゲ

所在地
郡・町村

美馬郡半田町
〃

〃

〃

！ノ

〃

〃

〃

〃

！ノ

〃

〃

〃

！ノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃貞光町
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
　　　 　

〃一宇村
〃　　　〃
〃　　 〃

〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃

〃　　 〃

〃　　 〃

　　　　　

〃穴吹町
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃

〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　zノ

〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃

Zノ　　　〃

〃　　　！ノ

〃　　　〃
〃　　　〃
〃　　　〃
　　　　　

麻植郡木屋平村
〃　　 〃

〃　　　〃
〃　　　〃

面積
（ha）

5．50
56．10
12．40

70，70

31．00

50．80
62．30
40．40
15．30

44．30

47．50

22。45
10．14

27．60

56．30
88．90
21．10
15．90

30．77

16．70

32．91

60．38
31．33

33．70

63．04
32．22

9。48
12．40

57．10
17．80

22．10
19．10

91．30

50．60

23．33

48．10
14．22

15．81

16．49

44．00

71．56
10。08

11．97

24．12

38．90

36．80

20．20

36。20

40．50
25．70

77．30

83．80
123．80

66．20

7。40
54。10
32．70
19，20

38．10

55．20

出　 一
口　刀て

年月目

35．8．13
37．9．11
37．9。12

〃

〃

〃

38。2．18
〃

38．2．26
38．　10．　11

36．4。8
36。4．11

〃

37．9．12
38。2．18

　

申請中
34．3．31

〃

35．8．13

〃

〃

〃

〃

〃

36．4．11
〃

37．9．12
〃

38。2．18

〃

38．2．26
39．3．18
34．3．31
35．8．13
36．4．8
36．4．11

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

37．9。11
37．9。12

オノ

〃

〃

38．2．18

〃

〃

〃

〃

38。　10．　1正

〃

36．4．8
〃

〃

〃

土地利用（ha）
田

0．27
0．7

0．2

2．0

1．6

1．3

1．9

0．6

0．5

1．8

1．6

2．69
0．52
0．3

1．0

0
0．4

0．3

0．86
0．25

0．27
1．56
0．26
0．51
1．02
0．61
0．01
0．3

1．2

0．6

0．2

0．2

1．2

1．7

1，18
0．5

0。17
0．58
0．64
0．3

2．83
0．59
0．84
0。94
0。6

0．5

0．3

2．2

4．7

0．5

2，9

5．9

2．7

4．2

0．1

7．8

1．3

0．3

2．0

2。3

畑

2．77
8．3

4．6

19．5
13．3
15．5
12．8
14．5
2．8

12．1

25．9
14．87

荏。33

6．0

16．4
17．5
8。5

11．4
18．39

8．75

9．09
18．31

15．77

13．46

13．90

16．92

4．29
4．7

25．7
7．8

8．9

6。8

21．6
32．0
14．60

14．5
12．0
8。47

12．8
5．7

35．2
5．29
3．4

16．8
6．0

10．7
11．2
8．6

3．2

8．8

24．8
14．5
9．6

23．3
0．5

12．1
8．7

5．4

16．4
23．0

林地

0．88
45，5
4。2

48．0
15．0
33．1
44．1
22．1
U．1
29．2

17．6
2．14
4．94
20．2
37．6
70．0
11．6
3．2

10。13

7．02

22．82
39．15
14．25

18．36

47．36
13．07

4，53
7．1

27．4
7．3

11．4
10。5
67．5
16．7
3．15

31．8
0。79
4．86
1．99
32．0

23．8
3．69
6．5

5．2

29．9
24。8
8．2

24．5
30．5
42．6

46。2
57．9

105．8

28．1
5．6

31．3
21．8
13．0
17．8
28。7

その他

1。58
1．6

3．4

1．2

1．1

0．9

3．2

3．2

0．9

1．2

2．4

2．75
0，35
1．1

1．3

1．4

0。6

1．O

l．39
0．68

0．73
1．36
1．05
1．37
0．76
1．62
0．65
0．3

2．8

2．1

2．2

1．6

1．0

0．2

4．4

1．3

1．26
1．90
1．06
6。0

9．73
0．51
1．23
1．18
2．4

0．8

0．5

0．9

2．1

0．6

3．4

5．5

5．7

10．6
1．2

2．9

0．9

0。5

1。9

1．2

家屋
（戸）

24

9
80
35
53
21
26
42
43
16

78
169
10
12

28
74
10
21

33
26

22
41
42
48
25
30
41

7
50
13

19

12

33
32
26
24
48
11

24
31

63
34
15

41
20
24

6
12

8
17

26
21

26
73
11

60
13

10

50
33

公共
建築物

1

3
2
1
1
2
7
1
1

3
1

1
2

1
1
2

3
2
2
1
2

2
2

1
2

1

1

1

1
1
2
2
1
3
2

4
2
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地質調査所月報（第21巻第7号）

地すぺり名

（防止区域）

向樫原
森　 遠

久　 保

竹　 尾

杖　 谷

三ツ木
日比宇
八
葛
大

中
大
田

樫
出

幡

尾
北

筋
神
平
平

序の峯
照　 尾

　張
宮　 倉

高野尾
来見坂
穴　 地

中の谷
川　 俣

宮倉（2）
楠根地
旗　 見

丸　 山

衣　 笠

西の峯
奥の井

所　在　地

郡・町　村

麻植郡木屋平村
〃　　　　〃

〃　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃美郷村
〃　　　

Zノ

〃　　　　〃

〃　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

Zノ　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

　　　　　　

〃山川町
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

面積
（ha）

39．40

80．56
36．72
19．29

45．50
53．40
24．20

56．50
12。20

160．20

122．63

11．58

31。99
21．70

44．21
19．36

14．73

3．91
26．20

170。50

126．80

86．80
27．30

42．75
54．80

60．60

98．OO
54。30

49．17

80．68

∠ヒ　　ー口　 刀く

年月目

36．4．8
36．4．11
　〃
　〃
37．9。12
　〃
　〃
38．2．18
　〃38．　10．　11

34．

36．

36．

3．31
〃

4．11
8．26

〃

〃

〃

〃

〃

38．10．11

42．3．31
　〃
　〃
35．1．21
38．2．26
38．10．11

　〃

土地利用（ha）
田

0．9

6．04
0．09
0．04
0。2

1．1

4．0

1．7

0
3．0

2．5

0．31
0．91
0．30
0．90
1．52
0．67
0．30
2．41
2．1

0．5

1．6

0．4

1．1

1．6

11．1
29．6
1．3

0，6

0．6

畑

17．5
27，04

4．29
5．17

11．2
13．2
12．1
4．9

0．6

20．2

20．23

7。76
11．65

4．16
8．58
7．88
7．51
1．47
8．22

12．7

　10．3
　9．9
　2．6
3　8．47
3　20．1
　12．5
　24．3

　5．8
2　7．04
4　9。47

林地

20．4
44．01

31、27

13．53

33．4
37．7
7．1

49．6
11。2

134．4

91．86

2．51
18．34

16．31

34．03

9．33
6．00
1．94

14．83

153．7

114．4

70．2
23．6
26．89

31．19

34．8
40．9
46．1
40．61

68．93

その他

0．6

3．47
1．07
0．55
0．7

1。4

1．0

0．3

0．4

2，6

家屋
（戸）

15

48
17

26
19

47
13

18

12

33

1．0　20
1．22　33
1．09．27
0．93　10
0．70　13
0。63　20
0．55　34
0．20　19
0．74　15
2．0　21
1．6

5．1

0．7

6．26
1．88
2．2

3．2

1．1

0．9

1．82

9
20

7
27
48
72
70
16

11

30

公共
建築物

2
7

3

1
1
2

1

1

1

2

4

2
3

2
1

以上は建設省所管（徳島県砂防関係地すぺり）

奥の井
梅の井
元　 井

管　生
樫　 尾

落合下
和　 田

阿　 佐

麦生土
西　 山

新居屋
下　瀬
佐　 野

甲小　 川

釜ケ谷
谷　 間

戸の谷
徳　 善

谷問（下）

瀬戸内
後　 山

吾　 橋
谷間（下）

黒　 川

目浦上
白川右岸
下名影
羽　 瀬

尾　 又

黒　 川

三好郡東祖谷山村
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃
〃　　　　！ノ

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

　　　　　　

〃酉祖谷山村
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　Zノ

〃　　　　〃

〃　　　　Zノ

　　　　　　

〃山城町
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

96．47

74．28
131．67

194．45

89．20
176．70

100．00

57．91

33．47
129．00

82．50
32．00

116．51

57．90
112．10

34．70

99．55
17。35

42．30
116．38

34．7．14
　〃
　〃
　〃
　〃
38．3．23
　〃
　〃
　〃
　〃

38．7．4
　Zノ
　〃
41．7．19
41．7．30
34．7．14
35。3．18
37．　11．　24

38．3，23
　Zノ

30．50　38．　　7．　　4

44．82　〃
150．OO　41．　　7．　29

69．34　34．　　7．　14

65．94　 〃

101．18　 〃

103．34　35．　　3．　18

56．60　38．　　3．　23

58．30　 〃

80．00　41．　　7．　29

0．57
0．14
2．49

6．97
0．30

10．00

3．00
0．50
1．00

1．00

2．57
1。30

5．48

0．04
0．06

2．57
2．66
3．39
0．62
1．01
2。10

14．90

19．60

11．78

6。69
39．65

8。10
17．00

10．OO

9．10
20．40

31．6Q

1．00
26．00
25．98

49．10

26。73

2．60
0．05
9．06

20．10

5．60
11．60

8．23
30．27

14．73

16．51

8．60
27．15

7．60

80．54
53．69

116。00

186．23

40．48
168．20

72．80

44．41
22．97

106．40

48．40
29．80
84．81

28．45
59．20
34．70

65．13
14．05

37．98
106．79

10．00

39。12
128．10

57．55

30．44

82．04
85．78

46．62
27．10
62．80

0．46
0．79
1．40
1．35
2．10
0．10
0．20
0．50
0．90
1．20

1．50
1．20
5．70
0．90
2．49

2．21
0．70
0．23
0．生7

0．40
2．10

10．30

0．99
1．57
1．02
0．43
0。37
1．85
9．60

17

7
14

52

5
15

9
7

38
16

62

24

2
2

11

10

5
9

59

6
12

14

48
13

8一（402）



徳島県西部結晶片岩地域の地すべり（安藤・大久保）

地すぺり名

（防止区域）

南日浦
小

荒

野
岩

林
倉
住
坂

三樫尾
上段地
上知行
木　 藤

新発地
析　 坂

目谷尾
鳴　 谷

蔭　 名

臼石上
下喜来
上喜来
高　 清

小　 谷

吉　 良

柴　 内

平　 野

宅　 熊

家賀道下
横　 野

長　 木

久　 籔

漆目浦
葛　籠
切　 越

木地屋
大
臼

出

実
広

河

横
木
羽

平
沢
内

平井上
田の内
葛　 生

穴吹酉山
太　 合

川　 上

南　 張

桂　 原

弓　道
下　 浦

中村山
大　 野

倉　 羅

相　 川

赤　 野

北　 谷

大久保上
奥　村
三木場
川　 見

引　 地

木　 屋

広　 谷

所　在　地

郡・町　村

三好郡山城町
〃池田町
〃井川町
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

　　　　　 　

〃　三加茂町
〃　　　　〃

美馬郡半　田　町
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃貞光町
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

　　　　　　

〃一宇村
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　 〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

　　　　　　

〃穴吹町
〃　　　　〃

　　　　　　

麻植郡木屋平村
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

　　　　　　

〃美郷村
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

三好郡山　城　町
　　　　　　

〃池田町
〃井川町
〃　三加茂町

美馬郡半　田　町

〃貞光町
〃　　　　〃

〃　　　　〃

〃　　　　〃

面積
（ha）

出　　 一
口　 7下

年月目

110．00

60．00

67。00

75．00
119．27

51．26

30。00
145．00

96．70
124．00

52．80
143．54

51．75
187．00

21．00

39．40
139．95

89．75
125．52

15．80

199．25

129．60

61。33

62．40

75．04
203．00

40。20
154．37

145．36

19．87

175．76

39．41

251．28

86．20
86．89
86．07

24．00

27．60

33．90
101．68

139．00

321．44

62．25

24．62
322．60

83．00
60．00

49．22
63．11

96．98

100
70
70
90

137
50

100
20
20

140

41．7．30
　〃
38．3．23
　〃
38。7．4
　〃
41，7．30
　〃
38．3．23
41．7．30
34．

38．

38．

41．

41．

34．

7．14
3．23

　

7．4
〃

〃

7．29
7．30

〃

7．14

37．　11．　24

　〃
38．3．23
38．7．4
41．7．19
41．7．30
34．7．14
　〃

〃

〃

38．3．23
　∠ノ

41．

41．

38．

34．

38．

41．

34。

38．

38．

41。

34．

38．

〃

7．19
7．30

〃

7．4
〃

7．14
3．23

7．30
7．14

〃

3．23
7．4
7．30
7．14
3．23

〃

〃

土地利用（ha）
田

0．40
2．55

1．50

2．30
0．20
6。30

0．11
0，40
0．77

0．45
0．49

’
2 ．16

2．17

0．33

10．60

3．91
0．45
3．63
1．40
2，60
0．88
0．41
0。07
0．06

0，08
0。10
1．15
0．53
0．07
0．94
0．15
0．10
0．02
0．55

2。30
6．78

0．71
2。30
0．40
0．44
0．72
0．83
1．68

16．2
9．4

2．1

3．4

0．1

0．2

畑

3．60
11．60

5．20
10．10

26．90

20．60

9．60
36．90

0．30
24．90

8．43
19。73

26．70
15し60

5．56
7．34

26．33
15．21

10．89

6．86

林地

23。40

23．40

8。44
20．11．

5．60
18．90

14。50

21．64

1．66
1．79

15．46

10．95

33。39
16．34

4．78
9．59
3．13

15．00

16．39

17．20

16．40

7、45

1．58
12．40

3．20
20．78
12．03

8．40
8．13

16．3
10．6
5．4

28。5
40．6
3．4

5．7

0．5

7．0

105．70

48．10
61．10
60．71

90．27

27．96
19．00

93．00
96．20
87．90

43．68
121．36

48．17
169．90

14．43

31．16
110．13

71．88
113。92

7．48

164．45

96．46
51．68
37．20

67．34
178．80

23．65
131．15

143．48

17．86

157し98

27．01

216．00

66．38
81．62
74，97

19。43

11．60

16．86

83，10

117．80

306．47

62．25

22．18
304．10

78．90
36．75

35．42

53．30
86．61

81，6
58．4
62。2
43．4
77．0
43．2
86．6
19．4
20．0

127．9

その他

0。70
0．30
0．30
1．64
2．10
1。20
1．40

12．80

4．90

2．05
0．14
1．17
1．50
0．56
0．41
1．33
0．49
0．71
1．13

0．80
5．82
0．76
1．46
0．70
2．70
1．17
1．17
0．15
0，16

2．24
1．35
0．74
2．95
0．42
0．57
0．66
0．90
0．63
0．83

2．50
0．74

0．15
3．80
0．50
1．43
1．05
0．58
0．56

2．l

l．0

2．4

2．1

10。0
1．3

3．3

2，9

家屋
（戸）

2
8

13

44
26
18
11

36

29

31

5
35
16

16

28
29
27
18

9
19

30

6
35

4
22
35
45

5
20

38
11

20

4

28
10

27
38

20
20

34

9
27
16

13

1
19

13
11

27
57

7
21

18

9一（403）



地質調査所月報（第21巻第7号）

地すぺり名

・（防止区域）

渕　 名

藤　 原

拝　 府

喜　 来

南二戸
木　 戸

古　 井

中　 谷

奥野井

所　在　地

郡・町　村

美馬郡穴吹町
〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

　　　　　 　

麻植郡木屋平村
　　　　　 　

〃美郷村
〃　　　　

！ノ

〃山川町

面積
（ha）

70
70
50
40
30
20
92
60
50

止　　 一
口　 刀マ

年月日

土地利用（ha）
田

0．9

2．1

0．3

0．2

0．3

0．2

1．2

畑

5．O

3。4

2．3

0．9

2．1

7．2

5．2

林地

63．2
70．0
43、0
36．6
28．7
20．0
89．2
52，0
43．1

その他

0．9

1．5

0．8

0．2

0．4

0．6

0．3

家屋
（戸）

11

7
6
2

14
18
15

以上は林野庁所管（徳島県治山関係地すべり）

高　 野

栗技渡
西山下
　林
大　 酉

徳善上
尾井の内
閉　 定

重　 末

後西山
重末カゲ
中　 尾

酉閉上
下　 名

寺　 野

佐　 連

国　 政

高川原
矢　 上

尾　 又

下　 川

南　 谷

長　 尾

正　 夫

野　 住

西の浦
岩　 坂

引　 地

西　 山

滝　 倉

　岡
貞光引地
竹屋敷
日　 浦

酉　 谷

家　 賀

猿　 飼

赤　 松

聾　 宇

子　 安

十　 家

平　 井

大　 横

木地屋
　平
大　 野

　蔭
九藤中
明　 谷

中　 横

三好郡東祖谷山村
〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

　　　　　 　

〃　西祖谷山村
〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

ノノ　　　　 ノノ

〃山城町
〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

　　　　　 　

〃池田町
〃井川町
〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

　　　　　 　

〃　三加茂町
〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

美馬郡貞　光　町
〃　　　　 〃

〃　　　　
！ノ

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

　　　　　 　

〃一宇村
〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

21．70　34　　 3．　31

19．73　37．　12，　22

61．0839．6．9
27．90　40，　　2．　　3

12

16．30　37．　12．　22

27．75　39．　　4．　27

67．90　 〃

56．90　39．　　6．　　9

9．76　 〃

4ヰ．10

58．10

42．44
23
65．48

21．20

51．40
20
10

10

21

23
20
20
30
23
26

7
10

20

52．76
23．70

10．0
15．0
10．0
29．0
22．0

169．00

35．70

67．90

25．00
54．93

104．27

34．43

27。63

56．70

70．45
54
24
25

40．2．3

39．4．27
40．1．27
41．5．10

41．5．10
42．3．31

37．　12．　22

　〃
39．4．27

42．1．26

0．50
0。90
3．00
0
Q
O．90
1，10
1．60
3．60
0．10

2．50
1。60
1．70

1
2．30
0．50

2
1
0

0
3
1
1
0
2
0．9

1
2
0

0．5

0．15
0．4

2

2．60
0．21

0．50
1．6

0．1

0．7

1．6

3．O

l
O

17．00

姓．67

25．00

6．70
6
9．20

11．90

23．40
19．40

8．00

17．40

9。60
22．50
12

14．20

6．90

6
5
6

12

18

10
15

13

10

11．0

4
6

13

3．5

5．0

5。5

20

7
72．28
15．57

15．00

20．9
66．0
20．9
20．0
37．0
38．0
26
20
18

4．00
3。77

13．00

9．40
4
5．40

13．30

37。80
32．40

1．20

20．90

46．30
16．50
7．5

44．60

9．40

10

3
2
7．4

0
7
2

15

8
12．6

1
1
6

3．0

5．8

2．0

3
7

87．56
18．03

8．10
25．0
30．O
U．0
5．0

15．0
25．0
23

2
6

0。20
0．30

19．36

11．80

2
0．80
1．90
5．10
1．50
0．28

2．80
0．60
1．74
2．5

4．38
4．40

2
1
2
1。6

2
2
2
2
3
1。5

1
1
1

3．0

4．05
2。1

4
8
6．56
1．89

1。40
7．43
8．09
2．53
1．93
3．10
4．45
4
2
1

19

23
18

15

20
23
38
18

32
11

25
14

34
15

37
20
20
15

1
14

11

17

8
17

13

15
11

6
11

12

11

3
6

21
15

114
30
25

31

38
45
30
26
33
18

28
30
20
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徳島県西部結晶片岩地域の地すべり（安藤・大久保）

地すぺり名

（防止区域）

半

平
長
内

大

北
麻
南

太　合

品

大
皆

貢

平
谷
尾

田

重
又
衣

張
北

戸

野

野
瀬

所　　在　　地

郡・町　　村

　〃　穴吹町
　〃　　　　　　　〃

　〃　　　　　　　〃

　〃　　　　　　〃

　〃　　　　　　〃

　　　　　　　　　

麻植郡木屋平村
　〃　　　　　　〃

　〃　　　　　　　〃

　〃　　　　　　〃

　　　　　　　 　

〃　美郷村
　　　　　　　　　

〃　山　川　町

面積
（ha）

19。35

20．59
59．27

28．9
8．5

48．3
171。90

129．22

94．50

96。55

18．4
35．6
51

168．99

出　　　　一口　　　刀く

年月目

36．　12．　12

38．　4．12

34．

38．

40．

43．

3．31
4．12
1。27
2，27

39．　6，　9

37．　12．　22

土地利用（ha）

田

0．97
2．91
1．01
0．4

1．5

1．3

3．6

3．12
1．7

1．3

0．3

0．7

1
6．21

畑

13．52

13。55

19．76

13．6
4．7

27．34

29．7
30．39

37．2
16．8

7．5

11．6

8
32，26

林地

3．79
2．08

35．77

14．l
l．8

18．36

122．9

88．39

31．9
55．7

6．6

19．1
40

128．21

その他

1。12
2．05
2．91
0．8

0．5

1．30
15．7
7．32

23．7
22．8

4．0

4．2

2
2．31

家　屋

（戸）

2’3

30
70
51

7
58
53
43

7
1

1
16

46

　　以上は農林省所管（徳島県耕地関係地すべり）

備考

L　調査地域の結晶片岩地すべり（三波川変成岩地帯）

2．徳島県の資料による。

3．地すべり名は大字または小字名による。　1／5万地形図に記載される。

のうち，吉野川層群は三波川帯の主部を構成している。

川口図幅地域および三島図幅東部地域について，地質

構造と地すべりの関係および岩質と地すべり分布の関係

を第3図および第4図に示した。この地すべり分布は，

地すべり運動の特性・土地利用の特徴・風化帯発達と地

すべり輪回の関係などに注目し，1／5万地形図で地形的に

目立った地区をひろい出したものである」防止指定区域

は徳島県の資料による。地すべり地形は航空写真の利用

によって細かく検討されるが，おおよそは1／5万地形図か

らも容易に推定される。

　1）大歩危層

　吉野川の大歩危を中心として東西に広がり，白川流域

～大歩危峡谷～祖谷渓～竜ガ岳渓にかけて分布する。一

部に泥質片岩の薄層を挾在するが，本層の大部分は砂質

片岩より構成され，上位に特徴的な礫質片岩を伴ってい

る。本層の分布地帯にはほとんど地すべりが発達して

いない。大歩危堂床谷と祖谷川眠谷を結ぶ線を背斜軸と

し，地層は北と南に大きく傾斜する擁曲帯を構成する。

大歩危層の上端部では砂質片岩中に泥質片岩の薄層が互

層し，上位に向って砂質片岩の量を減じ川口層の泥質片

岩に移過する。

　2）川口層

　大歩危背斜の両翼部に分布する。緑色片岩・珪質片岩

および砂質片岩の各層を伴うが，泥質片岩が卓越する。

大歩危層南側の泥質片岩に移り変わった地帯には，徳善

・西岡・尾井ノ内・一宇・田ノ内など顕著な東西方向の

地すべり帯が発達する。なお本層は祖谷川合流地区から

伊予川右岸にかけた地帯・上名～下名地区・祖谷一宇～

小祖谷地帯に広く分布し，川口層の分布地帯には顕著な

地すべりが多く存在する。

　3）小歩危層

川口層の周縁をかこんで分布する。砂質片岩を主とす

るが泥質片岩を挟みときに緑色片岩を含んでいる。本層

の泥質片岩を主とした地帯には顕著な地すべりが発達し

ている。

　4）三縄層

　本層は北縁部および南縁部から東部地域にかけて広く

分布する。下部層・中部層および上部層の3部層に区分

されている。下部層は泥質片岩を主とし緑色片岩を伴い

ときに珪質片岩および砂質片岩の薄層を挟在する。中部

層は主として緑色片岩とこれに互層する珪質片岩からな

り泥質片岩は少ない。上部層は泥質片岩・緑色片岩・珪

質片岩および砂質片岩の互層からなる。中部層に相当す

る層準から上位は変成度が高くなる傾向を示し，斑状変

晶を含んだ点紋片岩となる。中部層および上部層には地

すべりが少ないが，下部層には顕著な地すべりが多く分

布する。緑色片岩を伴った珪質片岩の卓越地帯は，寒峰

～烏帽子岳～石堂山～矢筈山～黒笠山などのいちじるし

い山稜を構成している。

　5）　大生院層（あるいは富郷層）

　泥質片岩および砂質片岩を主とし，薄い緑色片岩層お

よび珪質片岩層を含んでいる。三波川系としてはもっと
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地質調査所月報（第21巻第7号）

も変成度が高い点紋片岩帯に属する。川口図幅地域には

分布しないが三島図幅地域にはかなり広く分布する。

穴吹川・貞光川および半田川水系の地すべり分布を第

5図に示した。この地域における層序の詳細は明らかで

ないが，三波川帯のほとんど全域が三縄層に相当する。

また剣山研究グループ（1963）の層序区分に対比すると

大部分が樫平層および野々脇層に属している。ここでは

剣山図幅（1956）および脇町図幅（1953）で川井帯・焼

山寺帯・古見帯・広石帯および眉山帯に区分したものに

もとづいている。川井帯は泥質片岩を主とし，この地帯

には顕著な地すべりが多く分布する。焼山寺帯および古

見帯の岩質は類似し，泥質片岩が卓越するが緑色片岩・

砂質片岩および珪質片岩の薄層を伴う。ときに緑色片岩

を伴った珪質片岩の発達した地帯がある。泥質片岩地帯

および泥質片岩・緑色片岩互層地帯には多くの地すべり

が分布する。広石帯の下部は泥質片岩と緑色片岩の互層

を主とし，上部は泥質片岩を伴った緑色片岩の厚層状に

なっている。広看帯の下部には地すべりの発達がみられ

る。眉山帯は吉野川に沿った三波川北縁に分布する。主

として泥質片岩と緑色片岩の互層からなる。

　4．2三波川変成岩類の岩相

　三波川帯の結晶片岩系は，原岩と化学組成にもとづい
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徳島県西部結晶片岩地域の地すぺり（安藤・大久保）

第2表　　四国東部地域における三波川系の層序

地　層　名

川

高

川

樫

田　層

越　層

閏　山層

平　層

焼山寺層

野々脇層

層　　厚
　（m）

200～600十

200～1，000

　0～500

　L500十

200±

2，000十

変成度

点

紋
片
岩

無

点

紋
片
岩

岩 相

御荷鉾構造線
木屋平層

弱変成古生層

200～2，000

1，000十

片 状

下部は片状

泥質片岩と緑色片岩との互層。曹長石斑状変晶を有する。

緑色片岩を主とし，藍閃片岩が多い。一般に点紋を有する。

泥質片岩と緑色片岩との互層。藍閃片岩が多い。一般に点紋を有する。

厚い泥質片岩からなり，一般に薄い石英片岩層および緑色片岩層を挾ん
でいる。川田層に接する最上部の岩石にのみ点紋がある。

泥質片岩層と石英片岩層との互層。石英片岩として数層の紅れん石石英
片岩を挾んでいる。緑色片岩はわずかである。

上部は泥質片岩層と緑色片岩層との互層。下部は緑色片岩層が少なくな
り泥質層と砂質片岩層との互層。

御荷鉾緑色岩額。塩基性火山噴出物源の弱変成岩。深成岩様の塊状緑色
岩（はんれい岩～輝緑岩）・少量のチャート・泥質片岩を伴う。

秩父累層。頁岩・砂岩。チャートと少量の塩基性火山噴出物および石灰
岩レン／ズよりなる。

注）剣山研究グループ（1963）の資料による

て，泥質片岩・砂質片岩・緑色片岩・珪質片岩・礫質片

岩・石灰質片岩および御荷鉾緑色岩類に分けられる。

　1）泥質片岩（あるいは黒色片岩）

　泥質岩を原岩とし，構成鉱物は絹雲母・緑泥石・曹長

石・石英および炭質物を主とする。いわゆる千枚岩状を

呈するものが多いが，一般に変成分化による白黒の縞状

構造が不規則に発達する。点紋片岩帯では柘榴石・黒雲

母・緑簾石・椙石などを含むことがある。一般に，片理

とともに粗壁開や細密壁開が発達し，風化によって岩石

は剥離細片化しやすく，なお絹雲母・緑泥石質の粘土に

分解する。

　2）砂質片岩

　砂岩を原岩とするもので一般に灰白色を呈し弱い片状

構造を示す。大歩危層および小歩危層に多いが，川口層

および三縄層にも薄層を挟在する。無点紋帯の砂質片岩

では石英・斜長石・輝石などの原砂粒が認められ，基地

は石英・曹長石・白雲母・緑泥石などからなる。

　3）緑色片岩（あるいは塩基性片岩）

　塩基性の凝灰岩または火成岩から変質したとみなされ

る結晶片岩であり，鉄苦土鉱物を主成分としているため

緑色を呈している。成分鉱物の種類や割合で色調は緑灰

色～緑色～暗緑色に変化する。一般に，構成鉱物は主と

して緑泥石・緑簾石・絹雲母・曹長石・石英などからな

り，副成分鉱物として燐灰石・方解石などを含む。なお

陽起石・角閃石・藍閃石・掘石・赤鉄鉱・柘榴石などの

含まれるものがある。鉱物の組合せによってさまざまな

名称の緑色片岩があるが，緑泥片岩（無点紋帯）～曹長

石・角閃石・緑簾石緑泥片岩～角閃片岩（点紋帯）はそ

のおもなものである。一般に再結晶度が低いため微細な

結晶からなり，かつ片理や壁開が発達して緑色千枚岩状

を呈するものが多い。この種の緑色片岩は細片化しやす

い。

　4）珪質片岩（あるいは石英片岩）

　石英を主とする結晶片岩であり，緑泥石・緑簾石・紅

簾石・絹雲母・方解石などを含む。一般に緑色片岩と密

接に伴って存在する。

　5）礫質片岩

　大歩危層の最上位に近く顕著な礫質片岩が挟在する。

礫の粒径は2～20cmが普通であり，片理面にそってV・ち

じるしく圧延されている。

　6）石灰質片岩

　珪質片岩に伴われやすく，時に泥質片岩中にレンズ状

に挟在する。

　7）御荷鉾緑色岩類

　御荷鉾構造線にそって断続的に細長く分布することに

より，かって構造線にそった貫入岩と考えられていた

が，最近では地向斜堆積時の噴出岩とする見方がなされ

ている。鈴木尭士（1964）は吉野川流域の御荷鉾緑色岩

類を斑栃岩質・輝緑岩質・千枚岩質および集塊岩質の4

種の緑色岩に区分した。千枚岩質緑色岩は凝灰岩の変成

相，集塊岩は噴出による海底堆積物を含み，斑栃岩・輝

緑岩は貫入岩とみなされるものである。徳島県下に分布

する御荷鉾緑色岩類地帯では地すべりが少ない。一方，

高知県北部の御荷鉾緑色岩類地帯には一部に顕著な地す

べりが発達している。
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5．地すべり地域の地下構造

　地すべり地域における風化帯の性質・厚さ，あり方な

どを検討し，かつこの種地すべりの特徴を把握し，問題

点を解明するため，徳島県の調査資料より地すべり群の

内で数箇所の例を次に示した。

、5．1黒川地区
　黒川地すべりは三好郡山城町黒川地区にあり，伊予川

支渓の黒川沢に面している。隣接地帯には岩戸・引地・

頼広・信正などの地すべりが分布する。黒川地区は川口

層に属する泥質片岩が卓越した地帯の地すべりであり，

泥質片岩と泥質片岩・珪質片岩の細互層が大部分を占め

る。微摺曲構造の発達や小断層の分布が認められるが，

全般的には変成岩地域としては割合に水平な地層からな

る。第6図は黒川地区の概要，第7図はボーリング調査

の概要，第8図は弾性波探査の解析図である。

　1）ボーリング調査による特徴

　崖錐堆積物は岩屑混りの土・転石混りの土および粘土

質の組合せに大別される。岩屑混りの土は径数㎝以下の

岩片を多量に混じた土であり，転石混りの土は径数10cm

の大きい岩塊を混じた部分であるρ大礫は珪化した泥質

片岩・緑色片岩および珪質片岩である。粘土質は少量の

岩屑を含んでいるがほとんど遊離した絹雲母からなる薄

層である。ここでは割合に含水比が大きく，ねばりのあ

るものを粘土とみなした。土の色は赤褐～茶褐色を呈す

るもの，黒色～灰黒色のものおよび白色のものからな

る。しかし，赤褐～茶褐色を呈する土が多く，次いで黒

色を呈する土が多いが，内部ではところどころに白色を

呈する土を挟んでいる。

　崖錐堆積層の厚さは，厚いところ　（C－4号）で46

m，薄いところ（C－1）では11mであり，一般に厚さ

30～40m前後におよぶものが多い。基岩は主として泥質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　＿　　　　　　　一♪　　　、

≧蓉ξ、。死☆風
　＼　　　　　＼一ミー　／へ一’／／〃F

将幾。、r一！㌘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
一　　3単ノ腔波シ則線
　　o　　　　ボーリング地臭

第6図黒川地区調査平面図
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第11図　重末カゲ地区の地下構造解析図

片岩であるが，崖錐堆積物と接する付には軟岩化あるい

は粘土化している部分がある。

　2）弾性波探査による特徴

第1層（表土層）

第2層（上部風化帯）

第3層（下部風化帯）

第4層（基盤）

0．3～0。5km／sec

1．0～　1．2　 〃

2．0～　2。6　　〃

4．6　　　　〃

　第1層の厚さは平均2～3m，厚いところで7m位で

ある。第2層の厚さはB，D測線上でもっとも厚く20～

25m，そのほかは平均10m前後である。弾性波探査によ

る風化帯の全体的な厚さは30～40m前後に達している。

割合に薄いところでも2Qm前後である。風化帯は斜面の

中央部で厚く発達する傾向にあるが，この地区では山頂

部でもかなり厚く発達している。ここでは，斜面方向の

B測線およびこれを横断するC測線の解析図を示した。

　5，2重末地区
　重末地すべりは三好郡西祖谷山村重末地区にあり，祖

谷川および支渓の重末谷に面している。隣接地帯には冥

地・今久保・中尾・閑定などの地すべりが分布し，祖谷

川を隔てた対岸には善徳地すべりが分布する。これらの

地すべり地区は小歩危層に属する。珪質片岩および砂質

片岩の薄層を挟在するが，泥質片岩・緑色片岩の互層が

卓越した地帯の地すべりである。小断層の分布，微摺曲

構造の発達，地層の傾斜など地質構造は擾乱されてい

る。第9図は重末カゲ地すべり地区の概要である。斜面

の傾斜は平均25。前後であるが，中央部には15～20。の

20一（414）



徳島県西部結晶片岩地域の地すべり　（安藤・大久保）

緩傾斜地が発達する。地層はほぽ東西の走向をもち，南

または南東に20～50。の傾斜である。第10図はボーリン

グ調査の概要，第11図は地下構造の解析図である。

　3）　ボーリング調査による特徴

　崖錐堆積物は径数㎝以下の岩屑を混じた土を主とする

が，径数10㎝の転石をかなり多く含む部分がある。大き

い礫は緑色片岩および珪質片岩が主であり，若干の珪化

した泥質片岩を含む。赤褐～黄褐～黄灰色などを呈する

酸化土が多いが，下部には灰黒色や青灰色を呈する土が

ある。崖錐堆積物の厚さは10～20mであるが，厚い部分

では30m前後に達している。

　基岩は緑色片岩・泥質片岩および紅簾石石英片岩から

なる。ボーリング調査によると基岩の20m前後は亜風化

の状態である。とくに泥質片岩では風化が激しく，全般

的に軟岩化しており雲母片を多量に含んでいる。緑色片

岩層は若干の泥質片岩を挟んでおり，全般的に比較的軟

らかいかあるいは硬軟の互層状態である。紅簾石石英片

岩は堅硬である。

　崖錐堆積物は一般に水分が多いが，ところどころに含

水量の非常に大きいものがある。ボーリング過程の逸水

現象はかなりいちじるしく，崖錐堆積物および基岩内の

ところどころで認められる。

　完全逸水ないし目立った逸水地点は柱状図に示すとお

りである。さく井後の坑内水位は，2号井では崖錐部

に，1号および4号井では基岩内に，3号井では崖錐と

基岩との境付近に現われている。地下水位はボーリング

深度と地下構造の関係によって複雑な現われ方をしてい

る。

　ボーリング調査で1mごとの標準貫入試験が実施さ

れ，N値の測定結果は柱状図に付記したとおりである。
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第12図引地地区調査平面図
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地質調査所月報（第21巻第7号）

崖錐堆積物のN値は転石の存在により高い値を示すこと

がある。3号井では深度20m近くまでN値10～20の低い

値を示している。2，4，5号井ではN値10～20程度の

低い部分が多く現われている。岩屑や転石混りの崖錐堆

積土ではN値の測定がかなり問題であるが，締りの強弱

を判定あるいは比較する参考資料となる。

　5．3引地地区
　引地地すべりは美馬郡貞光町引地々区にあり，貞光川

に面している。貞光川の下流々域に分布する地すべり群

の1つであり，隣接地帯には浦山・岡・竹屋敷などの地

すべりが分布する。広石帯に属するが層序は三縄層の下

部層に相当する。珪質片岩を伴うが，泥質片岩および緑

色片岩が卓越した地帯の地すぺりである。第12図は引地

地区の調査地区概要であり，調査地は標高約100mから

400mにまたがり，平均20σ前後の傾斜地である。標高

250～270m付近は10Q前後の緩傾斜地となっている。

地層の走向はほぼ東西で，40～80。の北落ちである。微

摺曲構造および片理がよく発達する。第13図はボーリン

グ調査の概要，第14図は弾性波探査の解析図である。

　1）ボーリング調査による特徴

　崖錐堆積物は岩屑を混じた土である。径数㎝以下の小

岩片が多く，最大30㎝前後の角礫を含む。土は茶褐色～

黄褐色を呈する。

　ボーリング調査によって崖錐堆積物とみなした厚さは

薄いが，弾性波探査による風化帯は厚い。基岩は緑色片

岩・泥質片岩および珪質片岩の互層状態である。この地

区の緑色片岩は片理がかなりよく発達し，なお泥質片岩

や珪質片岩の薄層を挟んでいる。珪質片岩は紅簾石石英

片岩であり一般に硬い。緑色片岩および泥質片岩はかな

り軟岩化し，なお破砕状や粘土化の層間風化がところど

ころに発達する。ボーリング調査でみられる基岩の風化

は30m以上におよんでいる。

　2）弾性波探査による特徴

　第1層（表土層）　　　0．4～0．5km／sec

　第2層（風化帯）　　　　　L6～2．1　〃

　第3層（基盤）　　　　　4．5　　　　〃

　弾性波探査による風化帯の厚さは20～45mである。斜

面の中央部で厚く，斜面の上部および下部では割合に薄

くなっている。第1層の厚さは5m前後であり，ここで

はボーリングで崖錐とみなしたものにほぼ相当する。第

2層は風化岩盤に相当するものであり，大部分がL6～

2．1km／secの速度層である。斜面の上部および下部で

は1．3～1．5km／secの速度層となってv・る。第3層は

新鮮で硬質の岩盤に相当するものとみなされる。基盤中

の低速度帯（2．7km／sec）がA測線上で検出されている。

断層の存在が仮定されるが，その幅は断層破砕帯そのも

のを現わしているとは考えがたいようである。この地区

の断層幅は数cmないし数10cm程度のものであり，30m前

後の断層破砕帯は認めがたい。したがって，低速度帯は

微摺曲構造を伴った小さな摺曲断層の部分に相当するの

ではないかと思われる。しかし，基盤中に現われる低速

度帯（破砕帯）の性格は，一般にほとんど明らかにされ

ていない。ここでは，傾斜方向のA測線およびこれを横

断するB，C測線の調査図を示した。
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第13図　引地地区のボーリング調査
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徳島県酉部結晶片岩地域の地すぺり　（安藤・大久保）

　5，4十家地区
　十家地すべりは美馬郡一宇村十家地区にあり，貞光川

およびこれに直交する小支渓に面している。貞光川の中

流々域に分布する地すべり群の1つであり，隣接地帯に

は久薮・子安・蔭・赤松・一宇などの地すべりが分布す

る。三波川結晶片岩類の古見帯に属し，緑色片岩・泥質

片岩および珪質片岩の互層が発達した地帯の地すべりで

ある。第15図は十家地区の調査地区概要である。標高約

3DOmから650mにまたがり，30～35。の傾斜地であり，

斜面はほとんど段々畑となっている。地層の走向はほぼ

東西であり・50～80。南落ちの急傾斜を示す。第16図は

ボーリング調査の概要，第17図は弾性波探査の解析図で

ある。

　1）　ボーリング調査による特徴

　崖錐堆積物は小さい岩屑および10～20㎝大の角礫を混

じた土である。土は黄色～黄褐色を呈する酸化土が多

い。ボーリング調査による崖錐堆積物の厚さは6～10m

である。基岩は緑色片岩と泥質片岩が大部分を占め，僅

かに珪質片岩の薄層を挟在する。泥質片岩および緑色片

岩は片理や壁開がよく発達しているが，いずれも成分変

化による石英脈が多く挾まれる。泥質片岩は全般的にか

なり軟岩化している。緑色片岩は若干の泥質片岩を挟在

し，全般的に比較的軟らかいかあるいは硬軟互層の状態

を示す。これらの基岩はかなりの深層風化が発達し，と

ころどころに目立った破砕状ないし粘土質の薄層を挟在

プθ71　ρ
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　錐堆磧物

v、『L

矛）『色ナ1岩

践質月堵

チま．質丹岩

する。

　さく井後の坑内水位は，1号井および2号井では崖錐

堆積層に位置するが，3号井では基岩中のかなり深い位

置に現われている。ボーリング過程では，ところどころ

で目立った逸水をおこしている。

　2）弾性波探査による特徴

　第1層（表土層）　　　　　　　　0．4km／sec

　第2層（風化帯）　　　　　1．2～1．6　〃

　第3層（基盤）　　　　　　4．4～4，6　〃

　弾性波探査による風化帯の厚さは15～25mである。斜

面の下部では割合に薄いが，中央部から上部にかけては

厚くなる傾向がある。ボーリング調査による崖錐堆積層

と基岩との境は弾性波探査に現われていない。第3層は

新鮮な岩盤に相当するものとみなされる。ここでは，斜

面方向とこれを横断する方向のA，BおよびC，D測線

について示した。

　3）電気探査による特徴

　L－10型の大地比抵抗器による4極法の垂直探査であ

り，ρ一a曲線の解析による。

　十家地区，重末カゲ地区および引地々区の例は第3表

のとおりである。ρ一a曲線による比抵抗分布は非常にば

らつきが大きい，これは崖錐堆積物の性質，基岩の風化

度，亀裂の状態などおよびこれに伴う含水量の変化，水

質の相違，地下水位などさまざまな条件を反映するため

と思われる。一般的には深くなるほど高い値を示す傾向

↑丁皿 No．2　暑 　N
卜t9　525，8m 、　　ゆ

〆　o
σ

計毒レ

／ρ
σ

月塵錐堆積物

ρ

）w［

1
Fπ

！8

王圭智llL。

’ 黒f｛1片岩

ほ｝八い占L｛1一

一 ；圭質片岩
’ 縛軟互層状1なる．

：P
破酔酬している．

＝一＝＝

＝』一酷
黒色月一岩

20一 一　　　　一 珪質μ芹
｝　　　一 黒色片岩
一　　　ヂ

一　　一

甲　　　’

ココ

珪質耳岩

ニニ

ココ
》　　　　’

ニコ

り
｛ 署，円チジ

碁質’rマ

N　値　　　　　　　No．5　号

一　　　　1ギ諮堰箔小
　　　　　全体酌1準土9r’1㌧

　　　　！ρ一7・lp川ρ寸↓蝿9

　　　　〆創r　イ
　　　　　リ1PT欝む二L・粘1化ゲ　．

　　　　o砧h｛岬・

20一

備雪　　　韓色片岩一　　一淡紆向～緑魯，

　　、響、色珪署一　　…

　　　　　　一最も堅硬，

黒角片岩およ～嵯質月せ；の法層を嵐む、卜理ゐ跳達赫。

緑酬眉およぴ珪質片眉の茨暦を嘱、君＼槻占噸倒‘、，

いづれも5瓦貧愛f巳によう」…1英脈を含む。

（徳島県耕地課o資料に桶2

第16図　十家地区のボーリング調査
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第3表

　　　　徳島県西部結晶片岩地域の地すべり（安藤。大久保）

地すべり地区の比抵抗値　　　　　　　にあるが，電気探査のみでは構造や特徴が十分に把握し

地区名

重末地区

引地地区

十家地区

区 分

第1層（崖錐堆積物）

第2層（風化岩盤）

第1層（崖錐堆積物）一

第2層（風化岩盤）

第1層（崖錐堆積物）

第2層（風化岩盤）

第3層（基盤）

比抵抗値
　（9－m）

220～2，000

280～1，800

100～300

100～2，000

り

～ρ、7

黒・

150～400

200～600

900～1，800

がたいようである。

5．5広沢地区
広沢地すべりは美馬郡一宇村広沢地区にあり，貞光川

に面している。貞光川の上流々域に分布する地すべり群

の1つであり，隣接地帯には川又・奥大野・葛篭・桑平

などの地すべりが分布する。三波川結晶片岩類の川井帯

に属し，層序は樫平層に相当する。これらの地区は泥質

片岩が卓越した地帯の地すべりである。微摺曲構造の発

達，摺曲断層の分布・地層の傾斜など地質構造はかなり

，一ユ」》勝誉＼騨藤，瓦

　　　　　　　　　第18図　広沢地区調査平面図

　響い‘7　　　　　　　　い、～　　　　　　　　軌’1

θ6一’

＼翼〆－

英昼角’

　　　一鑛
㌧』♂3？，

t　rぴヨ呂

P
紳 壕

油‘ヒ」

～、繊

．撫

銘

＼FP「’】

軌肖

～得騨・’

三β6う

軟喬

糖
∫麗

杖、1

義

1’　掴

口’．

□饗㌦
□いず，，

ロ峠距慧

一40
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第20図b　広沢地区の弾性波探査解析図H

擾乱されている。第18図は広沢地区の調査平面図であ

り，第19図はボーリング調査の概要，第20図は弾性波探

査の解析図である。

　1）　ボーリング調査による特徴

　崖錐堆積物は岩屑混りの土・転石混りの土および粘土

質の組合せからなる。茶褐色系の土と黒色系の土とがあ

るが，赤褐～茶褐色を呈する土が多い。崖錐堆積層の厚

さは，厚いところ（No．1）では24m，薄いところ（No・2・

5）では7m前後である。一般に厚さ12m前後が多い。崖

碓堆積物と基岩との境はかならずしも明確でなく，両者

は風化の漸移関係にあるものとみなされる。

　基岩は主として泥質片岩からなり，部分的に泥質片岩

と珪質片岩が互層する。’成分変化による石英脈が発達

し，硬軟が不規則に入りまじっているが，基岩は風化に

よる軟岩化がいちじるしい。全般的に軟質の泥質片岩が

多く，時に粘土質の部分を挟在する。

　2）弾性波探査による特徴

　第1層（表土層）　　　　　0．3～0，5km／sec

　第2層（上部風化帯〉　　0・8～1．2　〃

　第3層（下部風化帯）　　　1．8～2．2　〃
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徳島県西部結晶片岩地域の地すべり（安藤・大久保）
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南張地区のボーリング調査
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第21図b・南張地区の概要（面積129．22ha）

　第4層（基盤）　　　　3。7km／sec

　弾性波探査による風化帯の厚さは25～30m前後に達し

ている。基盤の弾性波速度は他と比較して低い値が現わ

れているが，これは主として泥質片岩からなるためであ

ろう。

　ここでは，斜面方向りA・B・C測線とこれを横断す

るD・E・F・G測線の調査図を示した。

　5，6南張地区
　南張地すべりは麻植郡木屋平村南張地区にあり，穴吹

川および支渓の南張谷に面している。隣接地帯には多く

の地すべりが分布する。この地区の地層は野々脇層に属

する。この地すべりは標高340～720m付近に位置し，

傾斜は25。前後である。第21図はボーリング調査の概要

である。崖錐堆積層は厚い地帯で20m前後に達してい

る。黄褐色の岩屑混りの土が大部分であるが，下部では

黒色の粘土質が存在する。基岩は泥質片岩を主とし，緑

色片岩および珪質片岩の薄層を挟在する。岩盤風化が進

んでおり，風化岩盤の厚さは20～30mにおよぶ場所があ

る。崖錐堆積物と風化岩盤を合わせた風化帯の厚さは大

きい。

　5。7森遠地区
　1）地すべりと地質の概要

　森遠地すべりは麻植都木屋平村森遠地区にあり，穴吹

川に面している。地すべり地は標高370～750mであ

り，傾斜は平均24。である。指定地区は長さ約1，200m，

幅約670m，面積約80haでありブロック的にクリープ
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0 100Dm

團酬けベリ 臨ま鷺1榔害）懸闘欝岩類皿鱒暫
　　　　第22図　森遠・太合地すぺり地区の地質

／
！　断麗

している。隣接地帯には谷口・太合・内川地などの地す

べりが分布する。森遠地すべりでは家屋埋没などの地す

べり災害を繰り返えした記録が残っている。最近でも，

緩慢な滑動・亀裂の発生・県道剣山線の沈下・道路擁壁

のくずれなどをおこしている。著名な地すべりの1つで

あり，県の砂防課・京大防災研究所・徳島大学などでい

ろいろの調査を行なっている。徳島県下の三波川南縁に

おける代表的な結晶片岩型地すぺりである。

　この地区は三波川結晶片岩類と秩父累帯との接触部に

相当し，地すべり地区の南側には有名な御荷鉾構造線が

通っている。第22図は森遠一太合地すべり地帯の地質で

ある。森遠を中心とした一連の地すべり地帯は泥質片岩

が卓越した樫平層に属する。樫平層は御荷鉾緑色岩類と

直接的に接しているが，緑色岩類地帯には目立った地す

べりが存在しない。

　樫平層の走向はほぼ東西であり，地層は地すべり斜面

とは反対の北側に傾斜する。広沢地区などと同じように

地質構造はかなり擾乱されている。東西性の断層として

は，いわゆる御荷鉾構造線とこれに平行する3本（太合

カゲー森遠線・森遠線1・森遠線11と呼ばれる）の断層

が認められるが，南北性の断層は存在しない。森遠地区

における断層破砕帯は，風化帯の発達および地すべり運

動機構に影響を与えているとみなされる。しかし，断層

破砕帯の存在は結晶片岩型地すべりの場合一般的なもの

ではなく，断層が存在しないかあるいは存在しても小さ

な摺曲断層に過ぎないことが多い。

　2）地すべり地域の地下構造

　ボーリング調査・弾性波探査などによって森遠地すべ

りの地下構造が調査されたが，第23図は森遠地区の調査

平面図，第24図はY測線における弾性波探査の解析図を

示したものである。第25図は弾性波探査，ボーリング調

査などによる推定地質断面図である。

　弾性波探査による速度層は次のとおりである。

　第1層（表土層）　V、0・5km／sec

　第2層（風化帯）　v22・o　km／sec，v2’2・7km／sec

　　　　　　　　　v2”3．3km／sec

　第3層（基盤）　　V34・O　km／sec，V3／4・5km／sec

　第1層，第2層および第3層の関係をみると，地すべ

り地内では0・5－2・0－4・O　km／secの速度層をもち，東縁部

では0．5－2．7－4．5km／secの組合せからなる。第2層は

地すべり土塊を形成している岩屑混りの土，すなわち崖

錐堆積物あるいは崩積土とみなされているものである。

Y測線およびC測線上で，第2層の厚い部分は50～60m

におよんでいる。基盤とみなされる第3層は主として泥

質片岩である。推定断層を横断するX・Y・Z測線では

断層破砕帯の存在と関連ある低速度層の解析結果は現わ

れていない。

　ボーリング調査による風化帯の厚さは，先端部付近お

よび地すべり地外の上部では割合に薄く10～20mである

が，地すべり地内では全般的に厚い。地すべり地内のも

っとも薄V’ところ（40－2号孔など）で30m前後，もっ

とも厚いところ（39－1号孔付近）では80m前後におよ

んでおり，きわめて厚い崖錐堆積層および風化岩盤の発

達が注目を引く。

　5．8太合地区
　太合地すべりは麻植郡木屋平村太合地区にあり，森遠

地すべりの西側に位置し，木屋平川支渓の太合谷川に面

している。防止指定面積は94・5haにおよぶ大きいもの

である。地層は樫平層に属し，岩質および構造は森遠地

区に類似する。太合谷川左岸地帯約2kmにわたるボー

リング調査の概要を第26図に示した。この地帯には厚さ

10～22mの崖錐堆積物が分布する。崖錐堆積物は主とし
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徳島県西部結晶片岩地域の地すべり　（安藤・大久保）
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第27図　大西地区の崩壊

て黄褐色の岩屑混りの土であるが，下部には岩屑混りの

黒色粘土質を伴っている。基岩とみなした部分の上部4

～6mは比較的軟い風化岩盤からなり，かつ粘土質の薄

層を挟むが，その下部は硬い泥質片岩である。

　5．9大西の崩壊
　三好郡東祖谷山村大西地区（京上の南西直距2・5km

地点）に幅200m高さ300mの大きい先端崩壊が発生し

た。崩壊地区の概要は第27図および第28図のとおりであ

る。この崩壊は県道の祖谷々線を遮断し，対岸に新道や

橋を建設するに至らしめるほどの大きい被害をもたらし

た。第29図は崩壊斜面からその上部地区にわたる弾性波

探査の解析図（A測線）である。第30図はボーリング調

査の概要である。基岩は三縄層に属し，ほとんど泥質片

岩からなり，僅かに緑色片岩層を挟在する。弾性波探査

一による風化帯の厚さは，斜面上で40～50m，最大60mに

およんでいる。

第1層（表土層）

第2層（上部風化帯）

第3層（下部風化帯）

第4層（基盤）

o．3～o，5km／sec

1．0～　1．2　 〃

2，0～　2．3　　〃

4．5～　4．7　　〃

　祖谷川の斜面では不安定な崖錐堆積層や風化岩盤が発

達している。河床ないし県道沿いでは，浸食のため基岩

を露出するかあるいは割合に崖錐が薄いが，斜面の中央

部～上部地区には地すべり性の厚い風化帯が発達してい

る。大西の崩壊などは地すべりと結びついた先端崩壊と

みなされるものである。大きい崩壊は割合に少ないが小
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第28図　大酉地区弾性波測線平面図

さい崩壊はたびたび発生しているようである。

　以上選定した9地区について，風化帯の性格をボーリ

ング調査および弾性波探査の資料で示した。地区によっ

て層序・岩相・構造など多少の相違はあるが，これらの

資料には結晶片岩型地すべりの一般的な特性が示されて

いる。第4表は弾性波探査による速度層の対比である。．

第5表は地すべり地の概要である。地すべり地区の平均

傾斜は一般的に22～29。で，急傾斜地ではあるが畑地と

しての利用度が高い。この種の地すべりでは・すべり面
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徳島県西部結晶片岩地域の地すべり（安藤・大久保）

第4表　　地すぺり地の弾性波速度（徳島県西部地域）

測定個所

黒川地区

三好郡山城町

引地々区

美馬郡貞光町

十家地区

美馬郡一宇村

広沢地区

美馬郡一宇村

　森遠地区
麻植郡木屋平
村

　大西地区
三好郡東祖谷
山村

地 質

地　層

川口層

樫平層

野々脇層

樫平層

樫平層

三縄層

岩 質

主として泥質片
岩

主として泥質片
岩。緑色片岩・
珪質片岩を互層
状に伴う。

泥質片岩および
緑色片岩。珪質
片岩の薄層を挾
む。

主として泥質片
岩。部分的に泥
質片岩と珪質の
互層あり。

主として泥質片
岩

主として泥質片
岩

岩盤の速度
（km／sec）

4．6

4．5

4．4～4．6

3．7

4．0～4．5
（下部）（上部

4．5～4．7

風化帯
厚さの
最大値
（m）

45

46

26

35

60

56

風化帯（崖錐堆積層）の速度と厚さ

速　度
（km／s）

厚　さ
（m）

速　度
（km／s）

厚　さ
（m）

速　度
（km／s）

厚　さ
（m）

速　度
（km／s）

厚　さ
（m）

速　度
（km／s）

厚　さ
（m）

速　度
（km／s）

厚　さ
（m）

第1層
0．3～0。5

2～7

0．4～0．5

5±

0．4

1～5

0．3～0，5

2～4

0．5

2～6

0．3～0．5

2～3

第2層
1．1～1．3

20士

第3層
2．2～2．4

15～20

1．6～2．1

25～40

1．2～1．6

14～20

0．8～1．2

6～10

1．8～2．2

16～23

　2。0　　2．7
（下部）　（上部）

20～48　　30～52

1．0～1．2

15～18

2．0～2．3

25～38

風化帯の厚さの状態

（付図参照）

斜面の中央部から頂部
にかけて厚い。

30～45m

斜面の中央部で厚い。

20～45m‘

斜面で厚い。

16～26m

斜面上で厚い。

（】測線で25～30m

斜面上で厚い。

26～60m

大西の大きな先端崩壊
地区
斜面で35～55m2上部
に向って厚い斜向にあ
る。

（徳島県の地すぺり調査資料による）

注）最近，地すべり調査として地下構造解析のため，弾性波探査が多く利用されるようになった。各地区ごとの対比は機構の解析・予知および対

　策に重要な資料を提供する。

の深さおよび移動量は適確に把握しがたいという問題が

ある。

6．地すべりについての考察と問題点

　6．1地質特性について

　地すぺりはそれぞれの地質構造区において特徴的なも

のであることが知られてきた。一般に，地すべりは素因

と誘因とに分けて検討されるが，地質的にみた地すべり

の素因は，岩質および構造に関連ある風化帯の発達とそ

こに生じる力学的な不均衡と解されるものである。わが

国にはさまざまな地すべりが分布するが，結晶片岩型地

すぺりは含油第三系型・來炭第三系型などと対立するい

ちじるしいものである。

　三波川帯における地すべりは，広域変成帯の岩質的，

かつ構造的な特徴に大きく影響される。岩質的には泥質

片岩あるいは泥質片岩と緑色片岩との互層が卓越した地

帯に顕著な地すべりが発達している。地すべりが発達す

る重要な構造的要素は摺曲構造・剥離構造・壁開・節理

系などであるといえる。また変成度の影響が地すべり分

布に現われている。微摺曲構造が卓越した地区に大きい

地すぺりが発達してV・るが，小摺曲構造（波長が数10m

のものを指す）および微摺曲構造（波長が数㎝ないし数

mのものを指す）は密接な関係にあり，主として泥質片

岩からなる地帯あるいは互層地帯によく発達している。

なおこのような地区では同時に剥離構造がよく発達して

いる。剥離構造は主として絹雲母・緑泥石など葉片状鉱

物の平行配列によって規定される片理によるものであり

細片化しやすい。

　また微摺曲構造の発達地区には，幅数cmないし数10cm

のいちじるしく破砕された摺曲断層を分布することが多

い。

　三波川帯は上位から下位に向って変成度を減じている

傾向にあり，変成度の高い点紋片岩帯と変成度の比較的

低い無点紋片岩帯に大別される。地すべりは変成度の高

い点紋帯には少なく，また一方では弱変成の秩父古生層

でもきわめて少ない。層序と地すべりとの関係では，川

口層および三縄層下部が分布する地帯にもっとも多く，

かつ著名なものが存在し，巨視的には走向の方向に地す

べり群が卓越する。要するに，いちじるしい地すべりの

発達地帯は，微摺曲構造・摺曲断層・剥離構造などが卓

越した地質構造上の擾乱帯とみなされる。したがって，

三波川変成岩類の構造的要素に関する研究は地すべりの

場合においても大きな課題であるといえる。

　6，2風化機構
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第5表　地すべり地の概要

　　　1

　　　2

　　　3

　　4
　　　5

　　　6
器

1　7
　
お　　8

e
　　　9

　　10

　　11

　　12

　　13

　　14

　　15

名　称

（耀）

栗枝渡

重末カゲ

尾井ノ内

後山西

国　　政

寺　　野

十

子

勇

半

平

南

太

岡

家

安

宇

平

谷

張

戸

合

位 置

三好郡東祖谷山村栗
　　枝渡

〃

〃

〃

〃

〃

　　〃　重末

西祖谷山村尾
井ノ内

　　〃　後山

山城町国政

　　〃　寺野

美馬郡貞光町岡

〃

〃

〃

〃

〃

一宇村十家

　　〃　子安

　　〃　勇宇

穴吹町半平

　　〃　平谷

麻植郡木屋平村南張

　〃　　　　”　＿児

　〃　　　〃　太合

地すべり
地区の標
高
　（m）

600～790

460～1，000

350～800

260～600

100～540

200～500

　50～300

280～700

290～820

340～840

200～510

430～700

340～720

400～700

400～900

平均
勾配

（度）

23

26

28

28

28

29

24

32

23

25

22

23

25

24

24

面積および土地利用（ha）

畑

14．76

19．4

11．9

28．65

23．9

14。2

25．34

11．0

11．0

15．57

13．52

13．55

30．39

16。79

37．17

田

0．9

3。6

1．1

1．65

3．8

2．3

7．82

2．0

2．0

0．21

0．97

2．91

3．12

1．29

1，74

　　宅　地山林その他

3．141。．3

32．4

13．3

13．85

19．5

44．6

17．61

11．0

11．0

18．03

3．79

19．40

88．39

27。62

31．86

1．5

1．45

2．61

4．2

4．38

1．99

1．O

l．0

1．89

1．07

2．05

7．32

5．24

23．70

計

19．73

56．9

27．75

46．76

51．4

65．48

52．76

25．0

25。0

35．70

19．35

37．91

129．22

50．94

94．47

地区
の営
業戸
数
（戸）

23

28

38

46

65

37

72

31

25

30

23

32

43

28

138

すぺり
面の深
さ

（m）

40

24

25

40

7～10

10～25

　14

8～14

10～15

13～25

8～10

8～15

移動量

（cm）

15～20

8～12

10～15

10～15

10～16

5～17

10～30

1～4

平均　7
最大　10

0．5～1．8

平均　6

最大30
4～30

平均　7

最大40

地下
水位

（m）

10

4～5

　7

7～12

　5

13～25

　10

8～15

湧水
箇所

（コ）

4
18

7

5

4
16

5
10

12

7
13

26

5

25

地 質（三波川変成岩）

地　層

三縄層

小歩危層

川口層

　〃

　〃

　〃

樫平層

野々脇層

　〃

　Zノ

　〃

樫平層

野々脇層

　〃

樫平層

岩 質

主どして泥質片岩，緑色片岩を伴う

　　　〃　　　　緑色片岩を挾む

　　　〃　　　　緑色片岩を伴う

泥質片岩および緑色片岩

主として泥質片岩および緑色片岩

泥質片岩および緑色片岩

主として泥質片岩

泥質片岩・緑色片岩および珪質片岩

泥質片岩および緑色片岩

緑色片岩・泥質片岩および珪質片岩

泥質片岩と緑色片岩の互層

主として泥質片岩

泥質片岩を主とし，緑色片岩および珪
質片岩の薄層を挾在

泥質片岩および緑色片岩

主として泥質片岩

苗

漉

翻

瞭

ヨ

並

柵
双

　舗

田

瞭

澗

刈

中
）

（耕地所管の一部）

注）　L　いずれの地区でも家屋被害・亀裂発生・先端崩壊・土砂の崩壊流出などの記録がある。

　2．地すぺり地は主として畑地（傾斜畑）として利用され，水田は少ない。

　3，防止対策として，表流水の排除・浸入防止工（承水路・排水路）・地下水の排除工（暗きょう）・浸食防止工（床止め堰堤・山腹石積）が施行されている。



徳島県酉部結晶片岩地域の地すぺり　（安藤・大久保）

　風化機構は水と岩あるいは土が相互に影響を与え，そ

こに複雑な作用がからみあうものであるが，風化帯の発

達は主として水の滲透機構と岩石の風化安定度の組合せ

に関係がある。結晶片岩の風化機構として重要視される

点は，節理・層理・片理・壁開の関係とこれにもとづく

水の滲透である。節理は層理および片理を切る立った横

走節理系の発達であ防層理および片理とは一般に60～

70。の角度で交わるものが多い。山地では節理がゆるん

でおり，時に数mm～数cm開いている。

　地下水は節理によって深く浸透し，層理および片理の

面にそって横に広く拡散浸潤する状態にある。このこと

は泥質片岩および緑色片岩が細片化一→粘土化しやす

く，特有の厚い風化帯を生成する大きな原因とみなされ

る。

　風化作用は地下水と岩石成分との化学的作用および溶

出成分と土との問における生化学的作用がおもなもので

あり，地すべり地域において行なわれやすい一般的な現

象である。これらの風化作用は第三系の黒色泥岩を主と

する地域ないし泥岩源の変成岩を主とする地域で強く行

なわれる。表層部の物理的な風化作用は別として，化学

的な風化作用はH＋イオンによる塩基置換および溶存酸

素による酸化作用であり，生化学的な作用とは硫酸塩還

元バクテリヤ・メタン醸酵バクテリヤなど土壌バクテリ

ヤ類の増殖に伴う分解を指すものである。

　泥質片岩は岩質的・構造的に風化安定度の低い岩石で

ある。第6表は結晶片岩中のtotalSの定量である。泥質

片岩は一般に0．1～0．3％のSを含有するが，硫黄分は

微細な硫化鉄として堆積期から引きつがれて含有されて

第6表　　泥質片岩の硫黄含有量

No。

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

注）

試　　料

泥質片岩

　〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　〃
緑色片岩

total　S
（％）

0．191

0．298

0．174

0．250

0．113

0．233

0．036

0．040

0．092

0．143

0．Ol5

採　取　地　点

1，

2．

半田町二連地区

　〃　長野地区

井川町岩坂地区

一宇村広沢地区

木屋平村谷口地区

三加茂町引地地区

　〃　　　　　　　　　zノ

東祖谷山村大酉地区

　　〃　　　　　　　　〃

西祖谷山村善徳地区

三加茂町森清地区

total　Sとして定量・岩石中に微細（黒色）な硫化鉄として

含有されるものとみなされる。L87倍するとFe　S2に相当す
る。

硫黄分（硫化鉄）の含有は岩石の風化分解と密接な関係を

有する。

いるものとみなされる。これらは分解によってSO42一と

して溶出され，さらにバクテリヤ類で還元分解される。

黒色の泥質片岩系粘土がときに白色～灰白色に分解され

ているのは強い還元風化によるものである。

　6．3　風化帯の規模および性質

　風化生成物は崖錐状を呈して斜面に厚く分布する。一

般に斜面の中央部でもっとも厚い傾向にある。斜面の上

部でも厚い風化帯が発達していることがあるが，下部で

は土壌浸食との関係で割合に薄く，時に最下部では基岩

を露出することがある。ボーリング調査では，破砕構造

のため一般にコアーの採取率が悪く，ときに崖錐と基岩

の区分が明確でないようである。ボーリング調査および

弾性波探査による地下構造の解析は，図に示したよう

に，基本的な構造断面を把握するに有効である。それぞ

れの地すべり地区において，風化帯の厚さおよび広がり

の規模がきわめて大きいことは結晶片岩型地すべりの特

徴である。

　崖錐堆積物（崩積土と呼ぶことがある）は岩屑混りの

土あるいは土混りの岩屑であり，一般に数cmの小角礫を

多く含みシルトおよび粘土で充填された状態にある。局

所的に粘土を挟むことがあり，また数10cmの大礫ないし

巨礫もかなり多く含まれる。泥質片岩および緑色片岩の

礫は割合に軟弱化しており，珪質片岩の礫は一般に硬質

である。粒径分類による5μ以下の粘土分は少ないが，

ここではシルト分も粘土どみなした。シルト分は主とし

て原岩から遊離した葉片状粘土鉱物の単体であり，土質

工学的な粘土の概念では取りあつかいがたいものであ

り，また細礫から大礫に至るまでさまざまな礫を含んだ

土は力学的な取り扱いが困難である。

　結晶片岩型の地すべりでは，粘土の部分からなる特定

のすべり面はほとんど存在しないようであり，いわゆる

すべり面の判定が困難である。このことは，滑動が緩慢

であるのみならず，厚い風化帯が急斜面に保持されるこ

との原因となるものであろう。粘土質の構造的な連続す

べり面が形成されると仮定するなら，おそらくこのよう

な大きい崖錐堆積層は維持されないであろう。しかし，

すべり面に相当するせん断面の考察や推定は地すべりと

して重要である。表層部の黄褐色を帯びる酸化土は一般

にかな、り厚いが，この部分は地すべりとしては割合に安

定しているものとみなされる。地すべりをおこす不安定

要素は，崖錐堆積物の下部・基岩との境付近，ときに風

化岩盤内に存在する黒色粘土質ないし白色粘土質の部分

が大きい役割をなしているものと解される。せん断破壊

の基本公式を適用する力学的な解析があるが，せん断面

の仮定が困難であることが地すべり機構の把握されがた
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い原因の1つである。

　6．4地すべり粘土のX線分析

　広域調査の採取試料から土質試料21点および風化軟岩

試料2点を選出し，水簸したものについて通常の半定方

向位試料とし，Geigerflexによる粉末回折線を得た。土

試料は泥質片岩源の黒色粘土および白色粘土が10点，緑

色片岩源の緑色粘土が1点，断層破砕帯の灰白色粘土が

3点，黄褐～褐色の酸化土が7点である。回折結果は第

7表のとおりである。第31図および第32図はX線回折パ

タンである。回折結果を要約すると次のようである。

　1）絹雲母は3．32－10．1－5．Oo－L9gAのピークが

鋭く現われる。緑泥石は7．1－3．54－14．2Aのピークが

鋭く現われる。

　両者は一般に共存する主要な粘土鉱物である。

　2）緑色粘土では陽起石とみなされる8．42－3，12Aの

ヒ。一クが鋭く現われる。

　3）　11．5A付近の幅広いピークは200℃の熱処理で消

滅する。Hydrated　HalloysiteおよびAllopheneのよう

3α加μθル・．

　No．2
（黒色粘土）

　No，15
（黒色粘土）

　No．16
（緑色粘工）

　No．3
（黄褐色粘士）

　N　o，3
（200。C力口熱）

　　のΦ　　Φ凝　山　　　　　恥恥

浸　らミ　に　　　G丈
、ミ1」黛鴫ミ　　　　’汝黛

δ　み哉ε　　　禽§

咽幽調

　　い恥　　貼　遊

喫　想遣
ヒ　・簿．ミ

竃禽ミ

糊

も

に
ゆ

η
塗i

ウ

o

旨

塁

↓

　　　　」，　＿」L＿＿＿
2θ　5　　　　10　　　　15

　　　ルドド　　ドドい　　　し　や　ド　し　
20　　　　　　2b　　　　　　30　　　　　　35

ユ　　　　　　」L一一　　　一」＿

40　　　　45　　　　50

測定条件　30KVP，・lo肌A，cT500，Tc8，Hvl250，sしi七〇．3～1、o

第31図X線回折パターン
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徳島県西部結晶片岩地域の地すべり（安藤・大久保）

　No．18

（黒色粘土）

（水簸）

（E　G処理）

（加熱200℃）

M
↓

図　C
↓／

＿＿」L＿＿」L　　＿詠＿＿ユ

456789iOlll2
！．＿一一＿＿＿」＿＿

13　　14　　15

測定条件　30KVP，10mA，CT500，TC4，HV1200，SLi七〇β～i，0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第32図

な二次粘土鉱物によるものとみなされる。

　4）MontmorilloniteはX線分析では一般に検出され

がたい。しかし，No．18の16A付近のヒ。一クはMont－

morilloniteによるものとみなされる。エチレン・・グリコ

ール処理によって16A－17Aに移行する。

　5．oA付近の回折線は絹雲母の強い回折線と重なる。

　5）断層破砕帯の粘土では石英のピークを検出する

が，単なる風化粘土の水簸したものでは石英を検出しが

たい。

　6）結晶片岩地域の粘土は，原岩の分解による絹雲母

　　　　M＝〃0痂707沼0“1ぎθ

　　　　C＝Oh∠o寵θ

　　　　S＝5』θ7／oだθ

X線回折パターン

　　　・緑泥石・陽起石などを主とするが，僅かながら曹長石

の分解によるとみなされる二次粘土鉱物を含む。ご次粘

土鉱物はモンモリロナイト，加水ハロイサイトおよびア

ロフェンであろうと推定される。しかしモンモリロナイ

トは稀少のようである。

　6．5　破砕帯について

　結晶片岩地域の断層はいずれも礫混り土の状態でいち

じるしく破砕されている。しかし，幅が数cmないし数10

cmの小さい摺曲断層は多く分布するが，構造性の大きい

断層はきわめて少ない。摺曲断層は立ったものが多く，
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第7表　 地すぺ　り　粘土の　X線回　折線

No．1

東祖谷山村大西
　黒色粘土

d（A）

14．47

10．00

7．13

5．00

4．74

3．54

3。32

2．82

2．49

1．99

1

12

85S

58S

61S

20S

46S

100十S

11

16　S

59　S

No．2

東祖谷山村大
酉

黒色粘土

A

9．99

7．19

4．99

3．58

3。32

2．49

2．38

1。99

1

100十S

69　S

79　S

70　S
100十S

25　S

14　S

86　S

No．3

東祖谷山村
京上
黄褐色粘土

A

11．47

10．00

7．20

4．98

3．57

3．32

2。49

1．99

1

23W

46S

34S

59S

32S

68S

16

42S

No．4

西祖谷山村
下名
白色粘土

A

11．5

10，0

7．20

4。99

3．58

3．32

2．49

1．99

1

19W

62

23

50

18

76

14

41

No。5

西祖谷山村
下名

黄褐色粘土

A

14．2

11．6

10．0

7．10

4．98

3．53

3．34

3．19

1．99

1

8

10W

13

18

17

14

22

12

12

No．6

山城町黒川
黄褐色粘土

A

14．2

10．0

7．10

4．98

4．71

3．53

3．32

2．82

1．99

1

22S

35S

50S

32S

18

41S

46S

8

23

No．7

池田町出合
黒色粘土

A

14．2

10。1

7。11

5．00

4．73

3．54

3．32

3．20

2．83

2．49

1．99

1

16S

67S

59S

41S

17S

46S

74S

12

12

13

40S

No．8

池田町黒川
断層破砕脈
白色粘土

A

12．2

10．0

4．98

4．27

3．18

1．98

1．82

1．54

1

11W

15

14

12

11W

10

10

8

No．9

三加茂町引
地断層破砕
脈白色粘土

A

14。4

10．0

7．10

4．99

4．73

4．27

3．54

3．32

2。48

1．99

1

13

62S

45S

42S

15S

8

37S

81S

13

45S

No．10

三加茂町
黄褐色粘土

A

12．2

7．10

4．96

3．34

3．22

1

12W

7W

11W

18S

10W

No．11

半田町長野
黒色粘土

A

9．98

7．16

4．97

3．57

3．32

3。19

2．48

1．99

1

48S

32S

34S

30S

67S

13

10

39S

No．12

半田町二連
黒色粘土

A

9．92

7。13

4．90

4．24

4．01

3．32

3．18

2。51

1．98

1．81

1．53

1

11

10

10

14

11

49S

18

8

10

10

8

No．13

半田町二連
褐色粘土

A

10．0

7。20

4．98

3。58

3．31

1．99

1

22

23

21

23

溶

瞬

畿

瞭

蝋

並

難

　黙

巴

喋

32S　騰

18

q
dロ

）

測定条件 Ge圭gerflex2001型（普及形自記X線回折装置）

30KV，10mA，GT500，T（】2／sec，HV1250，slite　o．3～1．o



ヌ

擁

占

3
留

）

No．14

貞光町捨子
黒色粘土

A

14．3

10．0

7．13

5．00

4．72

3．54

3．32

2．48

1．99

1

13

82　S

49　S

53　S
14

40　S
100十S

16　S

58　S

No．15

一宇村広沢
黒色粘土

A

14．5

10．1

7．13

5．00

4．74

3．54

3．32

2．83

2．49

1．99

1

15

44S

65S

33S

27S

53S

59S

15

12

32S

No．16

一宇村川又
緑色粘土

A

14．2

8。42

1

60　S

33　S
7．101100十S

4．72

3。54

3。12

2．83

1．82

1．58

79　S

100十S

83　S

34　S

7
11

No．17

一宇村須見
瀬

黄褐色粘土

A

14．1

ll．3

10．0

7．13

4．96

4。71

3．53

3．32

3，20

2．83

1．99

1

17

15W

18

33S

30S

14

28S

28

13W

8

18

No．18 No．19

穴窯欝宮罎騨
　　　　　　～

A　I　l　A
12：l／l35w

10．1

7．16

5．00

4．75

3．55

3．32

2．83

2。49

76　S

10　S

59　S
22

49　S
100十S

13

18

10．0

7．20

5．00

4．26

4．03

3．57

3．34
3．31

3．19

3．86

2．48

1

1．99，64S
　　　
　　1

　　1

45　S

30　S
29

10

9

40　S
些0（q）

58

18

8
12

1．99，30S

　　I
工．8217

No．20

木屋平村谷
口

白黒混り粘
土

A

14．2

10、0

7．13

4．98

4．71

3．53

3．32

2．82

2．49

1．99

1

22S

60S

78S

48S

34S

63S

74S

18S

13

42S

No．21

木屋平村谷
口

黄褐色粘土

A

14．7

10．1

7．13

5．00

4．75

3．55

3．34

3．14

2。84

1．99

1

24S

22

47S

27S

21S

32S

27S

15

10

15

鉱 物

Chlor主te

Halloysite

Sericite

Actinolite

Chlorite

Sericite

Chlorite

Qμartz

Albite

Chlorite

Sericite（⊆やartz）

Albite

Actinolite

Sericite

Sericite

Sericite

Qμartz

A．緑色片岩

（千枚岩質の風化軟
岩化したもの）

d（A）

14．4

8．50

7、13

5．01

3。55

3．31

3．28

3．13

2．84

2．10

1

40　S

33　S

100　S

63　S

80　S

10

10

72　S

30　S

緑

陽

緑

絹

緑

絹

陽

絹

B．泥質片岩

（千枚岩質の風化軟
岩化したもの）

d（A）

14．2

11．0

10．0

7．82

7．10

7．98

4．72

4．26

3．90

3，68

3．53

3．32

3．19

2．82

1．99

1

注）

緑＝Chlorite

絹＝Sericite

陽騎Actinolite

曹＝Albite

18　S
20

66　S
30

80　S

45　S

32　S
15

24

26　W

64　S
72

22

18

36　S

石＝Quartz
ハ＝Halloysite

緑

ノ、

絹

ノ、

緑

絹

緑

石

曹

曹・ハ

緑

絹

曹

絹

絹

粛
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一般に摺曲した片理面にそっている。それぞれの地すべ

り地区では，断層が存在しないもの，あるいは小さい摺

曲断層が存在するに過ぎないものが多く，地すべりと断

層破砕帯は密接な関係にあるとはいえない。しかし，地

すべり地内に断層が存在する場合には，これの影響を無

視することはできない。地質的にみた地すべりの発達

は，断層破砕帯に支配されるものではなく，主として岩

質と変成岩が示す構造的要素に依存するといえる。

　破砕帯地すべりの地質的分類は1953年頃に小出博によ

って提案されたものである。これは造山帯の概念にもと

づいて分類したものであり，結晶片岩の構造的要素と風

化との関係によって破砕状構造すなわち礫混り土の崖錐

堆積層が発達していることを指したものと解される。中

村慶三郎は変成岩地域地すべりとして分類し，黒田和男

（1966）は構造性地すべりの片岩型として分類した。破

砕帯地すべりの名称は，崖錐堆積物の動きを対象とした

地すべり対策あるいは土木的な立場からみて，破砕帯地

すべりと呼ぶことは好ましいが，断層破砕帯と同一視し

たような解釈はさけるべきであると思われる。弾性波速

度からみた基岩は硬い岩盤であり，基岩の破砕構造を裏

付けるものは少ない。

　6．6　発生機構および予知について

　結晶片岩型地すべりの地質特性・風化機構・風化帯の

規模・性質などはすでにのべたような性格のものであ

る。いくつかの問題はあるが，最近の調査研究によって

地質的にみた素因は明らかにされつつある。しかし，地

すべりの発生機構は地下水の集積・土質力学・運動機構

などとの相関々係で検討されねばならないものであり，

この種の地すべりではまだ明らかにされない問題を多く

かかえている。予知に関しては総合的な研究および体系

づける調査技術が要求される。

　載荷重のエネルギーが歪として崖錐堆積層に蓄積さ

れ，その歪に耐えられなくなったときに地すべりが発生

するものとみなされる。結晶片岩地域では規模の大きい

崖錐堆積層が発達しているが，地すべり現象は断続的・

局部的に小さく発生し，第三紀層地すべりでみられるよ

うな急激な破壊的地すべりはほとんど発生していない。

急激な破壊的な放出がないかわり常に不安定な状態にあ

るかといえる。

　一般に緩慢な継続型地すべりと呼んでいるものであ

り，移動量は年間にmm単位のものが多く，目立ったも

のでも数cm～数10cm単位である。ときに亀裂の発生や陥

没をおこすことがあるが小規模であり，第三系型のよう

な例はほとんどないといえる。

　この種の地すべりでは目立った直接的な被害や災害は

割合に少ない。また歴史的にみた集落は山腹以上の場所

に発展しているのが注目される。豪雨や長雨はかならず

しも地すべりに影響を与えていないといわれるが，豪雨

時には先端崩壊の土砂くずれや支渓谷の崩壊流出がかな

り多く発生している。この種の崩壊は道路・河川などに

与える間接的な被害が大きく，また災害に結びつく危険

性が大きいものである。崩壊は単なる土砂くずれではな

く，地すべり輪回の過程でおこる現象とみなされるもの

が多い。　　　　　　　　　　（昭和43年7月調査）
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　　　　　　　　　　　　　1．微襯曲構造
　泥質片岩が卓越した地すべり地区では，波長の細かい微榴曲構造が発達する。な

おこのような地区では片理・舅開などもよく発達して剥離構造がいちじるしい。

風化によって細片化→粘土化しやすく，特徴的な厚い風化帯が発達している。

麟 騨難蒙

　　　　　　　2．摺曲断層
　微摺曲構造の発達地区では摺曲断層がみられることが

多い。幅は数cm～数10cmのものであるが，いちじるし

く破砕された礫混り粘土質である。断層は片理にそって

いる。このような地区では地層が擾乱されている。
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購．購懸
3．　三力日茂町森マ青～引地々区

4．　穴吹町拝村地区 5．一宇村桑平地区

3．4．5．地すべり地区

　結晶片岩地域では結晶片岩特有の厚い風化帯が発達しやすいため，山腹斜面は広大な傾斜畑になっている。部分的，かつ

断続的に緩慢にクリープする。地すべり輪週による陥没・傾動・抜けなどの微地形がところどころで認められる。




